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第
三
十
回

 

全
国
一
斉
托
鉢

　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
、
第
三
十
回

全
国
一
斉
托
鉢
が
開
始
さ
れ
た
。
十
二
月
の

「
地
球
救
援
募
金
強
化
月
間
」
中
は
各
教
区

本
部
を
中
心
に
戸
別
托
鉢
や
街
頭
托
鉢
が
展

開
さ
れ
、
師
走
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
も
多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
平
成
二

十
八
年
一
月
二
十
五
日
現
在
で
五
十
五
会
場

の
実
施
報
告
が
あ
っ
た
。

　

全
国
で
の
募
金
総
額
は
七
百
六
十
四
万
四

千
七
百
五
十
八
円
で
、
こ
れ
ら
の
浄
財
か
ら

地
域
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
に
地
元
の
社
会

福
祉
協
議
会
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
な
ど
に
届
け
ら
れ
た
ほ
か
、
一
隅
を
照

ら
す
運
動
総
本
部
「
地
球
救
援
事
務
局
」
に

四
百
九
万
九
千
五
百
八
十
円
が
寄
託
さ
れ
た
。

各
地
の
模
様

延
暦
寺
一
山

　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
、
比
叡
山
麓

の
大
津
市
坂
本
地
区
一
帯
で
行
わ
れ
、
今
回

で
三
十
回
目
を
迎
え
た
全
国
一
斉
托
鉢
に
は
、

延
暦
寺
一
山
住
職
や
職
員
、
天
台
宗
務
庁
の

役
職
員
、
総
勢
約
百
人
が
参
加
し
た
。

　

午
前
九
時
よ
り
、
法
螺
貝
の
音
を
合
図
に

生
源
寺
を
出
発
し
た
一
行
は
雨
の
降
る
中
、

天
台
座
主
半
田
孝
淳
猊
下
を
先
頭
に
「
造
り

道
」
を
托
鉢
行
脚
。
そ
の
後
、
六
班
に
分
か

れ
て
坂
本
界
隈
の
戸
別
托
鉢
を
行
い
、
多
く

の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
天
台
宗
務

庁
の
役
職
員
と
延
暦
寺
一
山
寺
庭
婦
人
が
、

Ｊ
Ｒ
比
叡
山
坂
本
駅
、
Ｊ
Ｒ
堅
田
駅
、
Ｊ
Ｒ

大
津
京
駅
と
京
阪
坂
本
駅
に
て
街
頭
募
金
を

実
施
し
た
。

　

な
お
、
当
日
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す

け
あ
い
運
動
に
寄
託
さ
れ
た
。

半
田
孝
淳
天
台
座
主
猊
下
ご
遷
化

　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
四
日
、
第
二
五
六
世
天
台
座
主
大
僧
正
半
田
孝
淳
猊

下
が
世
寿
九
十
九
歳
に
て
ご
遷
化
さ
れ
た
。
平
成
十
九
年
二
月
一
日
よ
り
天
台
座

主
職
を
務
め
ら
れ
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
裁
も
務
め
ら
れ
て
い
た
。

　

な
お
、
密
葬
は
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
七
日
、
小
堀
光
實
延
暦
寺
執
行
を
喪

主
に
滋
賀
院
門
跡
に
て
、
本
葬
は
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日
、
木
ノ
下
寂
俊

天
台
宗
宗
務
総
長
を
喪
主
に
天
台
宗
務
庁
に
お
い
て
天
台
宗
葬
と
し
て
執
り
行
わ

れ
た
。
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
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滋
賀
教
区
本
部

　

十
二
月
十
四
日
、
総
勢
三
十
九
名
が
甲
北

部
十
王
寺
・
西
教
寺
に
て
六
班
に
分
か
れ
実

施
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
檀
信
徒
の
ご
協
力

を
得
て
ス
ム
ー
ズ
に
托
鉢
が
で
き
た
。
地
球

救
援
事
務
局
に
十
万
円
を
寄
託
。

京
都
教
区
本
部

　

十
二
月
五
日
、
総
勢
三
十
名
が
京
都
市
中

京
区
四
条
河
原
町
高
島
屋
、
マ
ル
イ
前
に
て

街
頭
托
鉢
を
実
施
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
多
数

の
往
来
の
中
で
の
托
鉢
と
な
っ
た
が
実
際
足

を
止
め
て
募
金
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
く
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年

余
り
が
経
ち
人
々
の
互
助
意
識
が
少
な
か
ら

ず
低
下
し
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。
ま
た
、

外
国
人
観
光
客
が
増
加
す
る
中
、
勧
募
を
促

す
英
語
、
中
国
語
等
表
記
の
旗
や
募
金
箱
の

必
要
性
を
感
じ
た
。
京
都
新
聞
歳
末
ふ
れ
あ

い
募
金
に
二
十
万
一
千
二
百
二
十
八
円
、
地

球
救
援
事
務
局
に
二
十
万
一
千
二
百
二
十
八

円
を
寄
託
。

近
畿
教
区
本
部

　

十
二
月
四
日
、
大
阪
心
斎
橋
筋
戎
橋
付
近

に
て
総
勢
十
一
名
で
街
頭
托
鉢
を
実
施
。
当

日
は
寒
風
吹
き
荒
ぶ
天
候
で
し
た
が
、
通
行

人
も
多
く
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
に
つ
い

て
説
明
す
る

グ
ル
ー
プ
と

読
経
を
し
な

が
ら
喜
捨
を

受
け
る
グ
ル

ー
プ
に
分
か

れ
托
鉢
を
行

っ
た
。
パ
ン

ニ
ャ
・
メ
ッ

タ
協
会
へ
六

万
一
千
九
百

十
九
円
、
地
球
救
援
事
務
局
へ
六
万
一
千
九

百
十
九
円
を
寄
託
。

兵
庫
教
区
本
部

・
第
一
部
で
は
十
二
月
一
日
、
日
輪
寺
周
辺

に
て
総
勢
二
十
四
名
で
二
班
に
分
か
れ
、

同
寺
檀
信
徒
地
区
周
辺
に
て
托
鉢
行
脚
を

実
施
。
出
発
前
に
日
輪
寺
保
育
園
児
代
表

４
名
よ
り
「
皆
さ
ん
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
の
掛
け
声
と
浄
財
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
か
今
か
と
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い

た
檀
信
徒
様
か
ら
も
心
の
こ
も
っ
た
浄
財

を
頂
戴
し
、
改
め
て
慈
悲
の
心
を
感
じ
ま

し
た
。
地
球
救
援
事
務
局
に
七
万
五
千
三

百
二
円
を
寄
託
。

・
第
二
部
で
は
十
二
月
五
日
、
妙
楽
寺
、
金

剛
寺
檀
中
を
総
勢
四
十
三
名
が
六
班
に
分

か
れ
戸
別

托
鉢
。
晴

天
に
恵
ま

れ
少
し
歩

く
と
汗
ば

む
よ
う
な

陽
気
と
な

り
ま
し
た
。

総
代
様
の

ご
案
内
で

迷
う
こ
と

な
く
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
家
庭

で
は
温
か
く
出
迎
え
て
下
さ
り
、
予
定
ど

お
り
無
事
に
托
鉢
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
篠
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

十
四
万
一
千
円
と
洗
剤
七
十
一
個
と
砂
糖

四
十
六
㎏
、
加
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

三
万
円
と
洗
剤
二
十
個
と
砂
糖
二
十
㎏
、

三
田
市
善
意
銀
行
に
三
万
円
と
洗
剤
二
十

個
と
砂
糖
二
十
㎏
、
地
球
救
援
事
務
局
に

七
万
七
千
七
百
十
四
円
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
託
。

・
第
三
部
で
は
十
二
月
一
日
、
総
勢
六
十
四

名
が
参
加
し
、
應
聖
寺
檀
徒
地
域
、
西
治

観
音
寺
檀
徒
地
域
を
中
心
に
戸
別
托
鉢
を

実
施
。
２
ヶ
寺
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
結
団

式
を
行
い
担
当
寺
院
住
職
よ
り
割
り
当
て

地
区
、
班
別
等
の
説
明
を
行
い
、
各
地
区

に
分
か
れ
た
。
各
家
で
は
、
玄
関
を
開
け
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住
職
を
迎
え
、
読
経
、
般
若
心
経
を
一
緒

に
お
唱
え
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
た
。
福
崎

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
十
四
万
三
千
八
百

円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
十
四
万
三
千
七

百
円
を
寄
託
。

・
第
四
部
で

は
十
二
月

一
日
、
総

勢
十
一
名

が
姫
路
駅

前
か
ら
姫

路
城
前
ま

で
の
間
、

托
鉢
行
脚

を
実
施
。

こ
の
日
は
、

少
し
風
が

強
く
吹
い
て
い
ま
し
た
が
比
較
的
暖
か
い

日
で
し
た
。
素
通
り
さ
れ
る
方
も
あ
り
ま

し
た
が
、
天
台
宗
と
分
か
っ
て
募
金
を
し

て
下
さ
る
方
も
あ
り
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

地
球
救
援
事
務
局
に
七
万
二
千
百
八
十
円

を
寄
託
。

・
第
五
部
で
は
十
二
月
六
日
、
観
音
寺
周
辺

に
て
総
勢
十
四
名
で
戸
別
托
鉢
を
実
施
。

観
音
寺
ご
住
職
が
托
鉢
の
意
義
、
目
的
等

を
事
前
に
説
い
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
檀

家
や
地
域
の
方
も
積
極
的
に
協
力
い
た
だ

け
た
。
日

頃
、
ご
住

職
や
寺
族

の
方
が
地

域
の
方
々

と
の
密
着

し
た
活
動

を
さ
れ
て

い
る
賜
物

だ
と
感
じ

た
。
地
球

救
援
事
務
局
に
七
万
五
百
円
を
寄
託
。

・
第
六
部
で
は
十
一
月
二
十
八
日
、
総
勢
四

十
六
名
が
五
班
に
分
か
れ
て
丹
波
市
春
日

町
下
三
井
庄
及
び
中
山
の
一
部
（
正
福
寺
、

照
仲
寺
檀
中
周
辺
）
に
て
、
住
職
と
檀
徒

総
代
が
旗
を
掲
げ
て
戸
別
に
托
鉢
を
実
施
。

部
内
寺
院
を
毎
年
順
番
に
実
施
し
て
す
で

に
四
巡
目
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
恒
例
行

事
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
訪
問
の
先
々

で
、
労
い
の
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
清
々

し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
丹

波
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
四
万
六
千
五
百

円
と
地
球
救
援
事
務
局
に
四
万
四
千
五
百

円
を
寄
託
。

・
第
五
部
正
福
寺
支
部
で
は
、
十
二
月
一
日
、

新
温
泉
町
湯
・
歌
長
・
細
田
周
辺
に
て
住

職
と
檀
信
徒
な
ど
総
勢
十
二
名
で
戸
別
托

鉢
を
実
施
。

法
螺
の
音

を
先
頭
に
、

檀
信
徒
の

行
列
が
町

を
練
り
歩

く
。
毎
年

恒
例
行
事

と
は
い
え
、

我
が
こ
と

の
如
く
実

施
し
て
い
た
だ
く
檀
信
徒
に
は
頭
が
下
が

る
。
開
始
時
の
雨
も
途
中
で
止
み
い
つ
も

の
托
鉢
よ
り
は
少
し
暖
か
か
っ
た
。
心
の

こ
も
っ
た
多
額
の
浄
財
を
託
さ
れ
た
責
任

を
大
き
く
感
じ
る
托
鉢
で
あ
っ
た
。
地
球

救
援
事
務
局
と
町
社
協
に
は
、
し
っ
か
り

と
活
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
切
に
思
う
。

新
温
泉
町
社
協
に
八
万
円
、
地
球
救
援
事

務
局
に
十
万
八
千
五
百
円
を
寄
託
。

岡
山
教
区
本
部

・
第
一
部
で
は
十
一
月
十
六
日
、
無
量
院
で

の
部
会
に
て
住
職
十
四
名
か
ら
浄
財
を
募

っ
た
。
地
球
救
援
事
務
局
に
二
万
四
千
円

を
寄
託
。

・
第
二
部
で
は
托
鉢
行
脚
は
実
施
し
て
い
な

い
。
山
陽
新
聞
社
会
事
業
団
に
九
万
七
百
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頭
托
鉢
を
実
施
。
浄
財
を
喜
捨
下
さ
る
皆

様
の
言
葉
に
温
か
さ
を
感
じ
た
托
鉢
で
あ

っ
た
。
愛
の
と
も
し
び
募
金
に
三
万
三
千

八
百
九
十
八
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
二

万
五
千
円
を
寄
託
。

四
国
教
区
本
部

　

十
二
月
一

日
、
総
勢
二

十
八
名
が
参

加
し
、
こ
と

で
ん
瓦
町
駅

か
ら
ト
キ
ワ

街
、
南
新
町
、

丸
亀
町
、
片

厚
町
、
兵
庫

町
の
各
商
店

街
に
て
街
頭

托
鉢
を
実
施
。

暖
か
な
冬
の
一
日
と
な
り
、
参
加
者
が
協
力

し
て
歳
末
助
け
合
い
、
社
会
福
祉
増
進
、
災

害
復
興
支
援
の
趣
旨
を
述
べ
な
が
ら
募
金
を

呼
び
か
け
た
。
十
一
万
三
千
七
百
三
十
二
円

の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
、
地
球
救
援
事
務
局
へ

寄
託
。

九
州
東
教
区
本
部

・
第
一
教
部
で
は
十
二
月
一
日
、
総
勢
九
名

六
十
三
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
八
万
五

千
円
を
寄
託
。

・
第
四
部
で
は
十
一
月
二
十
七
日
、
倉
敷
市

玉
島
市
街
に
て
総
勢
四
十
九
名
が
六
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
浄

財
獲
得
が
目
的
で
は
な
く
、
参
加
者
各
人

の
修
行
と
し
て
托
鉢
を
楽
し
む
と
い
う
趣

旨
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
托
鉢
で
あ

っ
た
。
玉
島
社
会
福
祉
協
議
会
に
五
万
円
、

地
球
救
援
事
務
局
に
十
二
万
七
千
七
百
五

十
四
円
を
寄
託
。

山
陰
教
区
本
部

・
第
一
部
で
は
十
二
月
一
日
、
住
職
や
檀
家

な
ど
総
勢
三
十
名
が
参
加
し
、
三
班
に
分

か
れ
三
朝
温
泉
街
な
ど
で
托
鉢
を
実
施
。

旅
館
や
商
店
、
民
家
な
ど
約
三
百
五
十
軒

を
戸
別
托
鉢
し
無
病
息
災
、
商
売
繁
盛
を

祈
っ
た
。
三
朝
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
八

万
八
千
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
八
万
円

を
寄
託
。

・
第
三
部
と

第
四
部
は

合
同
で
十

二
月
一
日
、

松
江
駅
前

に
て
総
勢

七
名
が
街

が
国
東
町
、
武
蔵
町
、
安
岐
町
に
て
街
頭

托
鉢
と
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
各
地
区
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
今
後
托
鉢
を
行
う
場
所
を
検

討
し
、
さ
ら
に
活
動
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。
た
だ
、
厳
し
い
と

こ
ろ
も
あ
る
の
も
否
め
な
い
。
三
万
円
の

浄
財
が
寄
せ
ら
れ
、
地
球
救
援
事
務
局
に

寄
託
。

・
第
二
教
部

で
は
十
二

月
一
日
、

国
東
市
、

豊
後
高
田

市
内
各
寺

院
に
お
い

て
檀
信
徒

に
呼
び
か

け
を
行
っ

た
。
四
万
五
千
円
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
、

地
球
救
援
事
務
局
に
寄
託
。

・
第
三
教
部
で
は
十
二
月
一
日
、
豊
後
高
田

市
内
に
て
総
勢
十
名
が
参
加
し
、
四
人
一

組
に
て
商
店
街
等
に
て
街
頭
托
鉢
を
実
施
。

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
托
鉢
を
待
っ
て
い

て
下
さ
る
市
民
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

あ
と
実
施
日
が
火
曜
日
の
た
め
、
商
店
街

の
定
休
日
と
重
な
り
少
し
寂
し
く
も
あ
っ



一隅を照らす運動総本部だより　132

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
だ
よ
り

133　

─6─

た
。
豊
後
高
田
市
交
通
安
全
協
会
に
七
万

円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
八
万
五
千
七
百

六
十
円
を
寄
託
。

・
第
四
教
部

で
は
十
二

月
一
日
、

大
分
市
の

デ
パ
ー
ト

前
に
て
総

勢
十
名
で

街
頭
托
鉢

を
実
施
。
昨
年
よ
り
駅
ビ
ル
の
開
業
に
よ

り
人
通
り
が
少
な
く
感
じ
た
。
通
行
人
に

は
、
活
動
す
る
僧
侶
の
姿
は
認
知
さ
れ
た

と
思
う
。
直
接
募
金
に
結
び
つ
か
な
く
て

も
活
動
自
体
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
い
機

会
だ
っ
た
。
三
万
五
百
六
十
八
円
の
浄
財

が
寄
せ
ら
れ
、
地
球
救
援
事
務
局
へ
寄
託
。

・
第
五
教
部
で
は
部
内
各
寺
院
よ
り
寄
せ
ら

れ
た
一
万
五
千
円
を
地
球
救
援
事
務
局
に

寄
託
。

・
第
六
教
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺

院
で
托
鉢
を
実
施
。
地
球
救
援
事
務
局
に

一
万
円
を
寄
託
。

九
州
西
教
区
本
部

・
筑
前
部
で
は
十
一
月
二
十
五
日
、
小
雨
が

降
る
中
で
福
岡
市
博
多
区
川
端
商
店
街
を

中
心
に
総
勢
十
七
名
が
二
班
に
分
か
れ
て

戸
別
托
鉢
を
行
っ
た
。
商
店
街
は
店
舗
も

多
く
、
個
人
経
営
の
店
で
は
、
浄
財
を
喜

捨
い
た
だ
い
た
。
街
頭
托
鉢
で
は
、
通
行

人
の
無
関
心
さ
を
痛
感
し
た
。
地
球
救
援

事
務
局
に
四
万
六
千
九
百
七
十
九
円
を
寄

託
。

・
久
留
米
部

で
は
十
二

月
七
日
、

久
留
米
市

商
店
街
に

て
総
勢
十

名
が
戸
別

托
鉢
を
実

施
。
大
雪

の
日
で
し

た
が
、
天

気
も
良
く
、

商
店
街
の
方
々
も
毎
年
恒
例
と
な
り
多
数

の
方
が
、
托
鉢
を
待
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
快
く
浄
財
を
喜
捨
い
た
だ
い
た
。
地
球

救
援
事
務
局
に
四
万
八
千
七
百
十
円
を
寄

託
。

・
柳
川
部
で
は
十
二
月
七
日
、
総
勢
八
名
が

参
加
し
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
例
年
の
こ
と

で
あ
り
、
市
民
、
商
店
街
の
方
々
か
ら
温

か
い
浄
財
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
、

商
店
街
が
空
き
店
舗
が
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
て
お
り
個
人
商
店
の
高
齢
化
、
後
継
者

の
問
題
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

地
球
救
援
事
務
局
へ
三
万
三
千
百
八
十
九

円
を
寄
託
。

・
熊
本
部
で
は
住
職
八
名
が
宇
土
商
店
街
に

て
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り

を
年
々
感
じ
る
中
に
浄
財
を
下
さ
る
方
々

に
は
、
行
へ
の
前
向
き
な
応
対
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
部
内
寺
院
が
各
寺
で
集
め

た
募
金
も
当
日
持
参
い
た
だ
い
た
。
地
球

救
援
事
務
局
に
三
万
九
千
三
百
五
十
五
円

を
寄
託
。

・
対
馬
部
で
は
十
二
月
十
五
日
、
対
馬
市
厳

原
町
に
て
総
勢
八
名
が
戸
別
托
鉢
と
街
頭

托
鉢
を
実
施
。
当
日
は
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を

使
い
道
行
人
に
募
金
を
呼
び
か
け
商
店
に

は
直
接
戸
口
で
お
願
い
を
し
た
。
平
日
で

人
通
り
も
少
な
か
っ
た
が
戸
口
で
は
快
く

協
力
を
い
た
だ
い
た
。
二
万
三
千
円
を
地

球
救
援
事
務
局
に
寄
託
。

三
岐
教
区
本
部

　

十
一
月
二
十
七
日
、
岐
阜
一
部
の
新
善
光

寺
の
檀
信
徒
宅
を
中
心
に
総
勢
二
十
名
が
戸

別
托
鉢
を
実
施
。
時
雨
模
様
の
中
の
托
鉢
で

あ
っ
た
が
、
檀
信
徒
か
ら
は
、
丁
寧
に
浄
財

を
い
た
だ
き
托
鉢
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
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ま
た
、
托
鉢

途
中
、
下
校

中
の
小
学
生

等
に
「
何
を

し
て
い
る

の
」
と
聞
か

れ
趣
旨
を
説

明
し
た
。
戸

口
で
お
経
を

唱
え
る
様
子

が
珍
し
い
よ

う
で
あ
っ
た
。

地
球
救
援
事
務
局
に
五
万
円
を
寄
託
。

東
海
教
区
本
部

・
東
海
教
区
本
部
で
は
十
二
月
二
十
一
日
、

名
古
屋
市
千
種
区
の
覚
王
山
日
泰
寺
本
堂

前
に
て
総
勢
七
名
が
托
鉢
を
実
施
。
毎
年

恒
例
の
縁
日
の
托
鉢
で
あ
り
、
温
か
く
ご

協
力
い
た
だ
い
た
。
雨
天
で
気
温
が
低
く

例
年
よ
り
参
拝
者
は
少
な
め
で
あ
っ
た
が

温
か
い
お
気
遣
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
浄

財
を
預
か
っ
た
。
中
日
新
聞
社
会
事
業
団

年
末
助
け
合
い
五
万
円
、
天
台
仏
青
連
盟

救
援
委
員
会
に
一
万
六
千
六
百
七
十
七
円
、

地
球
救
援
事
務
局
に
五
万
円
を
寄
託
。

北
陸
教
区
本
部

　

十
一
月
二
十

九
日
、
越
前
市

畑
町
・
向
新
保

町
の
二
町
に
て

総
勢
十
八
名
が

戸
別
托
鉢
を
実

施
し
た
。
妙
永

寺
近
く
の
町
な

の
で
、
好
意
的

に
浄
財
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で

き
た
。
地
球
救

援
事
務
局
に
十
八
万
六
千
八
百
円
寄
託
。

神
奈
川
教
区
本
部

　

十
一
月
三
十
日
、
平
塚
駅
北
口
に
て
総
勢

四
十
七
名
が
、

一
組
七
〜
八

名
で
六
組
に

分
か
れ
、
幟

旗
を
掲
示
し

チ
ラ
シ
、
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を

配
布
し
街
頭

托
鉢
を
実
施

し
た
。
天
台

宗
を
掲
げ
て

全
国
一
斉
托
鉢
を
行
っ
て
い
る
旨
を
伝
え
、

募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
通
行
の

方
々
か
ら
多
く
浄
財
を
頂
戴
し
、
ま
た
教
区

内
の
各
寺
院
が
そ
れ
ぞ
れ
集
め
た
募
金
も
持

参
い
た
だ
い
た
。
教
区
仏
青
救
援
募
金
に
十

万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
十
万
円
（
募
金

よ
り
七
万
五
千
五
百
三
十
七
円
。
教
区
よ
り

二
万
四
千
四
百
六
十
三
円
）
を
寄
託
。

東
京
教
区
本
部

・
東
京
教
区
本
部
で
は
、
十
二
月
十
二
日
、

聖
観
音
宗
浅
草
寺
宝
蔵
門
前
に
て
総
勢
四

十
三
名
が
街
頭
托
鉢
を
実
施
。
外
国
人
観

光
客
多
か
っ
た
が
、
趣
旨
を
理
解
し
て
も

ら
い
沢
山
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。

托
鉢
啓
発
用
品
に
外
国
の
方
に
分
か
り
や

す
い
表
記
（
英
語
、
中
国
語
等
）
が
あ
る

と
も
っ
と
協
力
し
て
も
ら
え
る
と
感
じ
た
。

あ
し
な
が
育
英
会
に
十
五
万
円
、
港
区
社

会
福
祉
協
議
会
に
六
万
一
千
四
百
三
円
、

地
球
救
援
事
務
局
に
十
五
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
寄
託
。

・
東
京
教
区
仏
教
青
年
会
で
は
、
十
二
月
二

日
、
明
治
神
宮
外
苑
前
イ
チ
ョ
ウ
並
木
に

て
総
勢
十
七
名
が
二
カ
所
に
分
か
れ
街
頭

托
鉢
を
実
施
。
仏
教
青
年
会
の
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
青
山
で
の
助
け
合
い
募
金

活
動
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
イ
チ
ョ
ウ
の
紅
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葉
が
き
れ
い
な
中
で
実
施
で
き
た
。
昨
年

も
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
や
天
台
宗
に

関
心
を
も
た
れ
質
問
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、

教
区
宗
務
所
の
あ
る
青
山
の
土
地
で
、
布

教
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
日

本
赤
十
字
社
二
万
円
、
天
台
仏
青
連
盟
救

援
委
員
会
一
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に

二
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
託
。

北
総
教
区
本
部

　

十
二
月
一
日
、

印
西
市
木
下
駅

周
辺
を
総
勢
十

七
名
が
二
組
に

分
か
れ
戸
別
托

鉢
を
実
施
。「
共

に
慈
愛
の
心
を

養
い
、
安
心
の

抱
け
る
社
会
と

成
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。
ご
協

力
お
願
い
し
ま

す
。」
と
記
し
た
チ
ラ
シ
を
事
前
に
配
布
し

協
力
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
方
に

快
く
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
さ
に
慈

愛
の
心
を
感
じ
る
托
鉢
で
あ
っ
た
。
十
六
万

九
千
四
百
四
十
五
円
を
地
球
救
援
事
務
局
に

寄
託
。

南
総
教
区
本
部

　

十
二
月
四

日
、
松
尾
駅

周
辺
に
て
総

勢
十
六
名
が

街
頭
托
鉢
を

実
施
。
当
日

は
寒
風
が
吹

く
中
で
は
あ

っ
た
が
、
僧

侶
の
姿
を
見

て
、
皆
さ
ん

大
変
好
意
的
で
あ
っ
た
。
タ
イ
・
プ
ラ
テ
ィ

ー
プ
財
団
に
五
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に

五
万
六
千
七
百
円
を
寄
託
。

群
馬
教
区
本
部

・
南
前
橋
部
で
は
十
二
月
五
日
、
総
勢
百
十

七
名
が
南
前
橋
部
公
田
町
乗
明
院
周
辺
に

て
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬
教
区
本
部
に

九
万
七
千
六
百
八
十
五
円
、
地
球
救
援
事

務
局
に
五
十
万
円
を
寄
託
。

・
北
前
橋
部
で
は
十
二
月
四
日
、
総
勢
十
四

名
が
前
橋
市
大
聖
寺
周
辺
に
て
戸
別
托
鉢

を
実
施
。
二
十
一
万
七
千
三
百
八
十
八
円

の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
、
上
毛
新
聞
社
に
十

万
円
、
群
馬
教
区
本
部
に
五
万
円
、
地
球

救
援
事
務
局
に
六
万
七
千
三
百
八
十
八
円

を
そ
れ
ぞ
れ
寄
託
。

・
西
前
橋
部
で
は
十
二
月
一
日
、
総
勢
三
十

八
名
が
西
前
橋
部
大
泉
寺
周
辺
に
て
戸
別

托
鉢
を
実
施
。
仏
教
保
護
会
に
五
万
円
、

上
毛
新
聞
社
に
一
万
八
千
五
百
七
十
二
円
、

群
馬
教
区
本
部
に
五
万
円
、
吉
岡
町
社
協

に
三
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
十
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
寄
託
。

・
高
崎
部
で
は
十
二
月
四
日
、
高
崎
駅
前
、

高
崎
市
街
地
に
て
街
頭
托
鉢
と
戸
別
托
鉢

を
実
施
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
六
万
円
を
群

馬
教
区
本
部
に
三
万
円
、
地
球
救
援
事
務

局
に
三
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
託
。

・
富
岡
部
で
は
十
二
月
五
日
、
総
勢
二
十
三

名
が
富
岡
市
内
、
甘
楽
町
内
に
て
戸
別
托

鉢
を
実
施
。
群
馬
教
区
本
部
に
一
万
円
、

地
球
救
援
事
務
局
に
二
万
円
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
八
万
二
千
二
百
四
十
円
を
そ
れ

ぞ
れ
寄
託
。

・
多
野
部
で
は
十
一
月
一
日
、
多
野
部
普
賢

寺
で
行
わ
れ
た
多
野
部
檀
信
徒
伝
道
師
会

研
修
会
に
て
募
金
活
動
を
実
施
。
群
馬
教

区
本
部
へ
四
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に

五
万
七
百
十
八
円
を
寄
託
。

・
東
前
橋
部
で
は
十
一
月
二
十
四
日
、
部
内

各
寺
院
に
て
実
施
。
群
馬
教
区
本
部
と
地

球
救
援
事
務
局
に
六
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
寄

託
。
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・
北
群
馬
部
で
は
十
二
月
五
日
、
渋
川
市
内

に
て
総
勢
六
十
五
名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。

上
毛
新
聞
社
に
十
万
円
、
渋
川
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
十
万
円
、
群
馬
教
区
本
部
に

七
万
七
千
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
七
万

円
を
寄
託
。

・
桐
生
部
で
は
十
二
月
六
日
、
総
勢
二
十
名

が
桐
生
市
本
町
内
に
て
街
頭
托
鉢
を
実
施
。

群
馬
教
区
本
部
に
二
万
二
千
七
百
十
八
円
、

地
球
救
援
事
務
局
に
三
万
円
を
寄
託
。

・
世
良
田
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
費
よ

り
集
ま
っ
た
内
か
ら
、
群
馬
教
区
本
部
に

一
万
五
千
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
一
万

五
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
託
。

・
下
仁
田
部
で
は
十
二
月
一
日
、
下
仁
田
町

と
南
牧
村
で
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
下
仁
田

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
九
万
六
百
六
十
六

円
、
南
牧
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
四
万
三

千
七
百
九
円
、
仏
教
保
護
会
に
二
万
円
、

群
馬
教
区
本
部
に
一
万
五
千
円
、
地
球
救

援
事
務
局
に
一
万
五
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
寄

託
。

茨
城
教
区
本
部

・
十
二
月
五
日
、
第
二
部
千
光
寺
周
辺
を
総

勢
十
六
名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
当
日
は

天
候
に
恵
ま
れ
、
檀
信
徒
の
方
々
か
ら
温

か
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
円
滑
に
托

鉢
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
茨
城
教
区
ラ

オ
ス
学
校
建
設
基
金
に
五
万
円
、
地
球
救

援
事
務
局
に
七
万
一
千
十
円
を
寄
託
。

・
第
二
部
で
は
十
一
月
三
十
日
、
筑
西
市
下

館
駅
周
辺
に
て
総
勢
五
名
が
街
頭
托
鉢
を

実
施
。
当
日
は
穏
や
か
な
日
和
に
恵
ま
れ
、

一
隅
を
照
ら
す
運
動
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し

ょ
う
ぐ
う
さ
ん
」
の
魅
力
の
助
け
も
あ
り
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
多
数
の
方
々
よ
り
浄

財
が
寄
せ
ら
れ
た
。
筑
西
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
浄
財
全
額
十
二
万
五
千
八
百
七
十

七
円
を
寄
託
。

栃
木
教
区
本
部

　

十
二
月
一
日
、
宇
都
宮
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ

ー
前
に
て
総
勢
二
十
一
名
が
街
頭
托
鉢
を
実

施
。
十
五
時
よ
り
十
七
時
ま
で
数
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
各
箇
所
に
て
通
行
人
に
向
け
大

き
な
声
で
募
金
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。
夕

方
に
な
る
に
つ
れ
駅
や
ロ
ー
タ
リ
ー
の
利
用

者
の
通
行
量
も
増
加
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
沢
山
の
募

金
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
地
球

救
援
事
務
局
に
七
万
五
千
五
百
八
十
六
円
を

寄
託
。

福
島
教
区
本
部

・
十
二
月
一
日
、
総
勢
二
十
九
名
が
い
わ
き

駅
前
に
て

街
頭
托
鉢

を
実
施
。

六
万
円
の

浄
財
が
集

ま
り
、
福

島
民
友
・

福
島
民
報

へ
そ
れ
ぞ

れ
三
万
円

を
寄
託
。

・
第
四
部
龍

興
寺
支
部
で
は
、
十
一
月
三
十
日
に
「
第

二
十
八
回
歳
末
た
す
け
あ
い
詠
讃
托
鉢
」

と
し
て
詠
讃
会
、
伝
道
師
会
の
会
員
な
ど

総
勢
十
八
名
が
会
津
美
里
町
、
高
田
町
に

て
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
福
島
民
報
社
教
育

福
祉
事
業
団
と
地
球
救
援
事
務
局
に
そ
れ

ぞ
れ
四
万
七
千
九
百
十
三
円
を
寄
託
。

陸
奥
教
区
本
部

　

十
一
月
二
十
二
日
、
第
二
部
の
観
福
寺
に

お
い
て
総
勢
四
十
名
が
参
加
し
、
戸
別
托
鉢

を
実
施
。
当
日
は
冷
え
込
み
が
厳
し
く
、
ま

さ
に
向
寒
の
時
期
を
肌
で
感
じ
る
日
と
な
り

ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
仏

天
の
ご
加
護
の
中
で
托
鉢
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
観
福
寺
檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、
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連
休
で
諸
事

ご
多
忙
の
と

こ
ろ
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、

托
鉢
僧
が
近

づ
く
と
読
経

に
手
を
合
わ

せ
「
ご
苦
労

様
で
す
。
国

内
外
の
災
害

で
苦
労
し
て

い
る
皆
様
、

恵
ま
れ
な
い

子
供
達
に
少

し
で
も
お
役
に
た
て
て
く
だ
さ
い
。
震
災
後

の
早
な
る
復
興
を
願
い
ま
す
。」
と
物
心
両

面
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
隅
を
照
ら
す
運
動
を
皆

で
実
践
す
る
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

地
球
救
援
事
務
局
へ
十
八
万
三
千
八
百
四
十

五
円
を
寄
託
。

山
形
教
区
本
部

　

十
一
月
十
九
日
、
米
沢
市
内
に
て
立
正
校

正
会
米
沢
教
会
と
合
同
で
総
勢
五
十
三
名

（
内
天
台
二
十
八
名
）
が
街
頭
托
鉢
と
戸
別

托
鉢
を
実
施
。
僧
侶
と
立
正
佼
正
会
員
が
一

組
に
な
り
、
住
宅
街
や
商
店
街
を
一
軒
一
軒

お
願
い
し
回

っ
た
。
多
く

の
方
々
か
ら

あ
た
た
か
い

お
言
葉
と
共

に
浄
財
を
託

さ
れ
た
。
山

新
放
送
愛
の

事
業
団
に
六

万
九
千
八
百

六
十
五
円
、

地
球
救
援
事

務
局
に
十
万

円
を
寄
託
。

平
成
二
十
七
年
度
支
部
活
動
助
成
支
部

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
で
は
、
平
成

十
九
年
度
か
ら
宗
祖
大
師
の
お
言
葉
「
己
を

忘
れ
て
他
を
利
す
る
は
慈
悲
の
極
み
な
り
」

の
精
神
で
社
会
奉
仕
活
動
を
実
践
す
る
支
部

を
奨
励
し
、
助
成
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
の
助
成
支
部
は
次
の
と
お

り
四
十
三
支
部
。

滋
賀
教
区
本
部

東
光
寺
支
部
（
志
井
浩
順
支
部
長
）

●
事
業
名
：
地
蔵
盆
と
地
域
の
つ
ど
い

●
活
動
年
数
：
一
年

●
該
当
事
業
：
福
祉
・
文
化

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
滋
賀
県
大
津
市
仰
木

●
参
加
人
数
：
寺
族
五
名
・
檀
信
徒
三
十
名
・

一
般
二
十
名

●
要　
　

旨
：

念
仏
講
の
行

事
を
広
く
一

般
に
も
開
放

し
、
近
隣
を

中
心
に
参
加

を
呼
び
か
け

た
。
地
域
社

会
に
開
か
れ

た
寺
院
の
あ

り
方
の
大
切
さ
、
つ
な
が
り
の
必
要
と
人

の
集
ま
る
場
と
し
て
の
寺
院
を
再
確
認
。

櫟
野
寺
支
部
（
三
浦
密
照
支
部
長
）

●
事
業
名
：
奉
納
相
撲

●
活
動
年
数
：
四
十
四
年

●
該
当
事
業
：
ま
ち
づ
く
り
・
文
化
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●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
滋
賀
県
甲
賀
市
甲
賀
町
櫟
野

●
参
加
人
数
：
寺
族
二
名
・
檀
信
徒
七
十
名
・

一
般
五
十
名

●
要　
　

旨
：

土
俵
に
て
法

楽
の
後
、
地

元
小
学
校
四

年
生
が
相
撲

を
取
り
組
ん

だ
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
保

護
者
も
応
援

に
訪
れ
、
多

く
の
参
詣
者

と
共
に
声
援
を
送
っ
て
い
た
。
奉
納
相
撲

後
に
住
職
よ
り
法
話
、
仏
像
等
の
文
化
財

を
見
学
し
、
地
元
伝
統
行
事
と
文
化
に
親

し
ん
だ
。

稱
名
寺
支
部
（
武
内
昭
雄
支
部
長
）

●
事
業
名
：
社
会
貢
献
活
動

●
活
動
年
数
：
十
五
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全
・
ま

ち
づ
く
り
・
慰
問

●
活
動
回
数
：
年
二
十
四
回

●
開
催
場
所
：
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
町

下
豊
浦

●
参
加
人
数
：
寺
族
三
名
・
檀
信
徒
四
十
七

名
・
一
般
二
名

●
要　
　

旨
：
物
作
り
、
健
康
体
操
、
ゲ
ー

ム
、
歌
唱
、
１
人
暮
ら
し
家
庭
へ
の
訪
問

を
行
っ
て
い
る
。
会
員
相
互
の
交
流
、
助

け
合
い
を
通
じ
て
家
庭
や
社
会
を
明
る
く
、

心
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
展
開
し

て
い
る
。

成
願
寺
支
部
（
山
岡
智
恢
支
部
長
）

●
事
業
名
：
お
経
の
習
礼
と
清
掃
奉
仕

●
活
動
年
数
：
十
二
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
教
育
・
文
化

●
活
動
回
数
：
年
十
二
回

●
開
催
場
所
：
滋
賀
県
東
近
江
市
小
脇
町

●
参
加
人
数
：

寺
族
一
名
・

檀
信
徒
十
五

名
・
一
般
二

十
一
名

●
要　
　

旨
：

月
に
一
回
お

経
の
勉
強
会

を
開
催
し
、

年
に
数
回
清

掃
奉
仕
活
動

や
他
の
寺
院
参
拝
を
行
っ
て
い
る
。
天
台

宗
の
教
え
を
理
解
し
、
そ
の
実
践
に
努
め

る
。

百
濟
寺
支
部
（
濱
中
亮
明
支
部
長
）

●
事
業
名
：
愛
犬
部
檀
信
徒
会
「
一
隅
を

照
ら
す
運
動
」
実
践
活
動

●
活
動
年
数
：
六
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
滋
賀
県
犬
上
郡
甲
良
町

●
参
加
人
数
：
住
職
五
名
・
寺
族
六
名
・
檀

信
徒
二
十
八
名

●
要　
　

旨
：
甲

良
養
護
学
校
周

辺
の
樹
木
の
剪

定
や
除
草
、
側

道
の
草
刈
り
、

水
路
の
清
掃
等

多
岐
に
わ
た
っ

て
活
動
し
て
い

る
。
天
台
宗
檀

信
徒
及
び
寺
社

の
活
動
と
い
う
こ
と
が
人
の
心
に
残
る
事

業
と
し
て
継
続
し
、
継
承
し
て
い
く
。
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兵
庫
教
区
本
部

長
光
寺
支
部
（
雲
井
明
善
支
部
長
）

●
事
業
名
：
地
域
高
齢
者
の
慰
問
・
慰
労

事
業

●
活
動
年
数
：
二
十
五
年

●
該
当
事
業
：
福
祉
・
慰
問

●
活
動
回
数
：
年
五
十
四
回

●
開
催
場
所
：
兵
庫
県
明
石
市
大
久
保
町
谷

八
木

●
参
加
人
数
：
寺
族
二
名
・
檀
信
徒
八
名
・

一
般
八
名

●
要　
　

旨
：
谷
八
木
公
民
会
、
老
人
憩
い

の
家
等
に
お
い
て
、
喫
茶
や
お
し
ゃ
べ
り

の
場
を
設
け
孤
独
に
な
り
が
ち
な
高
齢
者

に
交
友
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

年
に
数
回
友
愛
訪
問
や
、
毎
月
施
設
へ
勤

労
奉
仕
に
赴
い
て
い
る
。

高
藏
寺
支
部
（
福
井
邦
準
支
部
長
）

●
事
業
名
：
環
境
保
全
・
清
掃
奉
仕
事
業

●
活
動
年
数
：
四
十
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
兵
庫
県
篠
山
市
高
倉

●
参
加
人
数
：
檀
信
徒
五
十
名

●
要　
　

旨
：
年
に
一
度
、
七
月
の
千
日
会

法
要
前
に
檀

信
徒
総
出
で

境
内
、
山
林

の
環
境
整

備
・
清
掃
作

業
に
ご
奉
仕

し
て
い
た
だ

き
、
寺
領
の

景
観
を
保
全

し
て
い
る
。

常
行
院
支
部
（
岡
山
亮
徹
支
部
長
）

●
事
業
名
：
里
山
ふ
れ
あ
い
の
森
づ
く
り

●
活
動
年
数
：
五
年

●
該
当
事
業
：
環
境
保
全

●
活
動
回
数
：
年
十
回

●
開
催
場
所
：
兵
庫
県
加
西
市
山
下
町
字
城

山
●
参
加
人
数
：
寺
族
一
名
・
檀
信
徒
五
十
九

名
●
要　
　

旨
：
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
を
持

て
る
場
所
の
提
供
や
、
里
山
の
整
備
、
保

全
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

彌
勒
寺
支
部
（
草
別
善
哉
支
部
長
）

●
事
業
名
：
ほ
て
い
ま
つ
り

●
活
動
年
数
：
十
三
年

●
該
当
事
業
：
リ
サ
イ
ク
ル
・
文
化

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
兵
庫
県
姫
路
市
夢
前
町
寺

●
参
加
人
数
：
寺
族
五
名
・
檀
信
徒
二
十
名
・

一
般
十
名

●
要　
　

旨
：

毎
年
十
一
月

三
日
に
ほ
て

い
ま
つ
り
を

実
施
し
、
境

内
を
無
料
開

放
し
て
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
行
っ
て

い
る
。
近
年

は
地
域
の
住

民
に
よ
る
農
作
物
等
の
販
売
や
、
地
元
小

学
生
の
コ
ー
ラ
ス
等
も
行
い
、
終
日
賑
わ

っ
て
い
た
。

白
毫
寺
支
部
（
荒
樋
勝
善
支
部
長
）

●
事
業
名
：
植
樹
植
栽
及
び
交
流
事
業

●
活
動
年
数
：
二
十
五
年

●
該
当
事
業
：
環
境
保
全
・
ま
ち
づ
く
り

●
活
動
回
数
：
随
時

●
開
催
場
所
：
兵
庫
県
丹
波
市
市
島
町
白
毫
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寺
●
参
加
人
数
：
寺
族
五
名
・
檀
信
徒
四
十
五

名
・
一
般
二
十
名

●
要　
　

旨
：
九
尺
フ
ジ
と
一
千
本
の
石
楠

花
の
管
理
と「
白
毫
寺
九
尺
ふ
じ
ま
つ
り
」

に
よ
る
交
流
事
業
の
実
施
。
モ
ミ
ジ
、
桜
、

紫
陽
花
、
石
楠
花
等
の
植
栽
管
理
。
丹
波

市
観
光
協
会
「
も
み
じ
め
ぐ
り
」
事
業
に

協
賛
し
た
交
流
事
業
の
実
施
。

山
陰
教
区
本
部

觀
音
院
支
部
（
中
村
彰
恵
支
部
長
）

●
事
業
名
：
蛍
放
生
会
〜
天
台
声
明
と
蛍

観
賞
の
ゆ
う
べ
〜

●
活
動
年
数
：
三
年

●
該
当
事
業
：
ま
ち
づ
く
り
・
文
化

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
鳥
取
県
鳥
取
市
上
町

●
参
加
人
数
：
寺
族
六
名
・
檀
信
徒
六
十
名
・

一
般
七
十
名

●
要　
　

旨
：
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
庭

園
を
保
存
継
承
し
て
い
く
方
法
の
一
つ
と

し
て
、
夜
間
鑑
賞
を
開
催
し
、
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
ま
た
、「
蛍
放
生
会
」
を
通
し
て
命

の
尊
さ
を
考
え
る
鑑
賞
会
と
し
て
い
る
。

大
日
寺
支
部
（
見
上
知
正
支
部
長
）

●
事
業
名
：
子
ど
も
田
ん
ぼ

●
活
動
年
数
：
八
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全
・
教

育
・
ま
ち
づ
く
り

●
活
動
回
数
：
年
間
を
通
し
て

●
開
催
場
所
：
鳥
取
県
倉
吉
市
桜

●
参
加
人
数
：
寺
族
一
名
・
檀
信
徒
二
十
名

●
要　
　

旨
：

休
耕
田
を
活

用
し
て
、
地

区
の
子
ど
も

と
大
人
が
共

に
田
植
え
か

ら
精
米
ま
で

一
年
を
通
し

て
共
同
作
業

に
よ
る
農
作

業
の
実
体
験

と
食
物
へ
の
感
謝
を
感
じ
さ
せ
る
。
年
々

子
ど
も
た
ち
の
田
畑
へ
の
見
方
か
ら
興
味

深
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

弥
勒
寺
支
部
（
柴
山
宣
慶
支
部
長
）

●
事
業
名
：
一
隅
大
会

●
活
動
年
数
：
三
十
五
年

●
該
当
事
業
：
文
化

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
鳥
取
県
鳥
取
市
青
谷
町

●
参
加
人
数
：
寺
族
二
名
・
檀
信
徒
三
十
名

●
要　
　

旨
：

年
一
回
開
催

し
て
い
る

「
弥
勒
寺
一

隅
大
会
」
も

三
十
年
以
上

に
な
る
。
御

詠
歌
奉
納
の

後
、
一
隅
会

員
の
発
表
が

あ
り
、
そ
の

後
は
長
谷
寺
・
奥
野
秀
應
師
を
講
師
に
迎

え
、
法
話
を
い
た
だ
い
た
。

善
光
院
支
部
（
乾
光
伸
支
部
長
）

●
事
業
名
：
も
ち
つ
き
交
流
会

●
活
動
年
数
：
三
年

●
該
当
事
業
：
福
祉

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
鳥
取
県
鳥
取
市
福
部
町
細
川

●
参
加
人
数
：
寺
族
二
名
・
檀
信
徒
五
十
名
・

一
般
十
名

●
要　
　

旨
：
も
ち
つ
き
会
を
開
催
し
、
年
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齢
層
を
問
わ
ず
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と

し
て
寺
院
を
開
放
し
て
い
る
。

皆
成
院
支
部
（
清
水
成
眞
支
部
長
）

●
事
業
名
：
三
徳
山
夏
の
集
い

●
活
動
年
数
：
十
三
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
教
育
・
文
化

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町
三
徳

●
参
加
人
数
：
寺
族
一
名
・
檀
信
徒
五
名
・

一
般
二
十
名

●
要　
　

旨
：
鳥
取
県
在
住
の
国
際
交
流
員

や
外
国
語
指
導
助
手
等
に
よ
っ
て
三
徳
山

の
歴
史
、
天
台
宗
「
一
隅
を
照
ら
す
」
を

海
外
の
方
へ
説
明
。
そ
の
後
、
三
徳
山
投

入
堂
へ
の
登
山
、
三
朝
温
泉
へ
の
入
浴
体

験
。
宿
坊
で

は
、
命
の
大

切
さ
を
精
進

料
理
で
学
び
、

座
禅
等
で
仏

教
を
通
し
て

様
々
な
事
を

学
ぶ
機
会
と

な
っ
た
。

興
隆
寺
支
部
（
市
原
修
俊
支
部
長
）

●
事
業
名
：
山
寺
コ
ン
サ
ー
ト

●
活
動
年
数
：
六
年

●
該
当
事
業
：
ま
ち
づ
く
り
・
文
化
・
青
少

年
健
全
育
成

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
山
口
県
山
口
市
大
内
御
堀

●
参
加
人
数
：
寺
族
三
名
・
檀
信
徒
二
十
名
・

一
般
三
百
名

●
要　
　

旨
：
山
口
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
鷺

流
狂
言
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
幼
児
の
わ

ら
べ
唄
、
児
童
に
よ
る
太
鼓
、
雅
楽
（
童

舞
）、
二
十
五
絃
箏
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
演

奏
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
等
趣
向
を
凝
ら

し
た
催
し
を
開
催
し
て
い
る
。

四
国
教
区
本
部

妙
法
寺
支
部
（
大
岡
真
祥
支
部
長
）

●
事
業
名
：
丸
亀
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト

●
活
動
年
数
：
二
年

●
該
当
事
業
：
ま
ち
づ
く
り
・
文
化
・
音
楽

活
動

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
香
川
県
丸
亀
市

●
参
加
人
数
：
寺
族
三
名
・
一
般
二
百
名

●
要　
　

旨
：
音
楽
文
化
の
振
興
と
中
心
市

街
地
の
活
性

化
を
目
的
と

し
て
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し

て
い
る
。
多

く
の
バ
ン
ド

が
演
奏
す
る

た
め
会
場
は

無
償
に
て
提

供
し
て
い
る
。

市
街
地
の
空

洞
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
町
お
こ
し
の
行

事
と
し
て
有
意
義
で
あ
っ
た
。

玉
瀧
寺
支
部
（
大
岡
真
祥
支
部
長
）

●
事
業
名
：
清
掃
奉
仕
・
伝
統
文
化
活
動

●
活
動
年
数
：

二
十
年

●
該
当
事
業
：

清
掃
奉
仕
・

環
境
保
全
・

ま
ち
づ
く

り
・
文
化

●
活
動
回
数
：

年
十
二
回

●
開
催
場
所
：

香
川
県
丸
亀
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市
広
島
町
市
井

●
参
加
人
数
：
檀
信
徒
八
名

●
要　
　

旨
：
地
区
の
檀
家
が
協
力
し
て
地

元
の
清
掃
奉
仕
や
寺
社
の
伝
統
行
事
を
守

る
文
化
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。
過
疎
の

島
か
つ
限
界
集
落
で
住
民
も
減
っ
て
い
る

が
、
協
力
し
て
今
後
も
継
続
し
た
い
。

九
州
東
教
区
本
部

眞
光
寺
支
部
（
糸
永
崇
幸
支
部
長
）

●
事
業
名
：
公
開
文
化
講
座

●
活
動
年
数
：
十
年

●
該
当
事
業
：
福
祉
・
文
化

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
大
分
県
大
分
市
大
字
千
歳

●
参
加
人
数
：
寺
族
二
名
・
檀
信
徒
百
名
・

一
般
百
名

●
要　
　

旨
：

今
回
は
落
語

家
の
露
の
団

姫
師
を
招
き
、

落
語
の
公
演

を
行
っ
た
。

仏
教
を
易
し

く
、
楽
し
く

語
っ
て
い
た

だ
き
好
評
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
の
質
疑
応
答
の

場
を
設
け
、
会
場
は
盛
り
上
が
っ
た
。
次

回
は
檀
家
さ
ん
の
中
か
ら
生
き
方
と
活
動

を
お
話
し
し
て
い
た
だ
く
よ
う
計
画
を
し

て
い
る
。

善
正
寺
支
部
（
野
中
玄
雄
支
部
長
）

●
事
業
名
：
第
三
十
回
延
岡
「
橋
の
日
」

●
活
動
年
数
：
三
十
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全
・
ま

ち
づ
く
り

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
宮
崎
県
延
岡
市
中
央
通
町
安

賀
多
橋

●
参
加
人
数
：
寺
族
二
名
・
檀
信
徒
二
十
名
・

一
般
二
百
八
十
名

●
要　
　

旨
：

今
年
で
三
十

回
目
の
「
橋

の
日
」
は
延

岡
市
民
に
と

っ
て
の
夏
休

み
期
間
の
恒

例
行
事
と
し

て
定
着
し
、

多
く
の
方
が

参
加
し
た
。

地
域
の
自
然
環
境
、
道
路
安
全
、
健
康
、

清
掃
美
化
活
動
を
交
え
た
市
民
を
あ
げ
て

の
奉
仕
活
動
と
し
て
定
着
し
て
い
る
た
め
、

今
後
も
よ
り
一
層
参
加
を
促
し
、
郷
土
愛

を
高
め
て
い
き
た
い
。

長
徳
寺
支
部
（
大
岐
和
典
支
部
長
）

●
事
業
名
：
住
民
ふ
れ
あ
い
活
動
・
宿
泊

研
修
・
清
掃
活
動

●
活
動
年
数
：
三
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
教
育

●
活
動
回
数
：
年
三
回

●
開
催
場
所
：
宮
崎
県
宮
崎
市
清
武
町
加
納

字
不
動
迫

●
参
加
人
数
：
檀
信
徒
三
十
名
・
一
般
百
名

●
要　
　

旨
：
本
堂
前
に
て
太
鼓
、
三
味
線

の
演
奏
等
の

住
民
ふ
れ
あ

い
活
動
（
コ

ン
サ
ー
ト
）

を
開
催
。
一

泊
二
日
で
の

修
行
体
験
で

は
食
事
作
法
、

座
禅
等
を
実

施
し
て
い
る
。

お
寺
の
音
が
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出
る
物
を
探
し
、
そ
の
物
の
名
前
や
由
来

を
勉
強
す
る
等
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
年
喜

ん
で
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
岸
中
日

に
は
境
内
地
と
周
辺
の
清
掃
草
刈
奉
仕
を

行
っ
て
い
る
。

九
州
西
教
区
本
部

安
禅
寺
支
部
（
松
本
達
淳
支
部
長
）

●
事
業
名
：
地
区
の
和

●
活
動
年
数
：
五
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全

●
活
動
回
数
：
年
二
回

●
開
催
場
所
：
佐
賀
県
神
埼
郡
吉
野
ヶ
里
町

松
隈

●
参
加
人
数
：
寺
族
一
名
・
檀
信
徒
二
十
七

名
●
要　
　

旨
：
寺
、
宮

の
広
場
境
内
裏
山
公

園
を
草
刈
り
や
花
植

え
を
行
い
地
区
の
和

を
図
る
。
男
性
は
草

刈
機
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
、

女
性
は
ほ
う
き
や
カ

マ
を
持
参
し
、
各
自

見
合
っ
た
作
業
を
行

う
。
皆
さ
ん
当
然
の

作
業
と
し
て
少
し
の

抵
抗
も
な
く
、
気
持
ち
よ
く
奉
仕
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
。

三
岐
教
区
本
部

正
行
院
支
部
（
傍
島
法
苑
支
部
長
）

●
事
業
名
：
正
行
院
月
例
行
事

●
活
動
年
数
：
二
十
一
年

●
該
当
事
業
：
教
育
・
文
化

●
活
動
回
数
：
年
十
二
回

●
開
催
場
所
：
岐
阜
県
不
破
郡
垂
井
宮
代

●
参
加
人
数
：
寺
族
三
名
・
檀
信
徒
四
十
六

名
・
一
般
三
百
五
十
四
名
（
延
べ
人
数
）

●
要　
　

旨
：
正
行
院
月
例
行
事
を
開
催
し
、

地
域
交
流
、

い
ろ
い
ろ
な

仏
様
の
お
話

を
し
て
い
る
。

本
年
度
は
西

国
薬
師
霊
場

巡
り
を
実
施
。

今
後
も
月
例

行
事
を
続
け

て
い
き
た
い
。

寳
光
院
支
部
（
鈴
木
孝
慈
支
部
長
）

●
事
業
名
：
清
掃
奉
仕
活
動

●
活
動
年
数
：
六
十
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
岐
阜
県
大
垣
市
野
口

●
参
加
人
数
：
寺
族
十
名
・
檀
信
徒
二
十
名

●
要　
　

旨
：
寺
院
の
南
を
流
れ
る
杭
瀬
川

の
環
境
保
全
の
た
め
に
、
ゴ
ミ
拾
い
や
草

刈
り
を
行
っ
て
い
る
。

東
海
教
区
本
部

日
輪
寺
支
部
（
輪
田
友
博
支
部
長
）

●
事
業
名
：
奉
賛
会

●
活
動
年
数
：
十
年

●
該
当
事
業
：
環
境
保
全
・
教
育
・
ま
ち
づ

く
り
・
文
化

●
活
動
回
数
：
年
九
回

●
開
催
場
所
：
愛
知
県
春
日
井
市
二
子
町

●
参
加
人
数
：
寺
族
五
名
・
檀
信
徒
五
十
名
・

一
般
五
十
名

●
要　
　

旨
：
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
活
動
を

通
し
て
檀
信
徒
、
地
域
の
人
々
に
仏
教
や

伝
教
大
師
の
み
教
え
を
伝
え
て
い
る
。
特

に
若
い
世
代
に
働
き
か
け
仏
教
や
天
台
宗

の
す
ば
ら
し
さ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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根
福
寺
支
部
（
林
敬
順
支
部
長
）

●
事
業
名
：
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
稲
沢
第
九

団
●
活
動
年
数
：
三
十
五
年

●
該
当
事
業
：
教
育

●
活
動
回
数
：
年
三
十
二
回

●
開
催
場
所
：
愛
知
県
稲
沢
市
祖
父
江
町
祖

父
江
地
域

●
参
加
人
数
：
寺
族
二
名
・
檀
信
徒
八
十
名

●
要　
　

旨
：
青
少
年
の
健
全
育
成
、
信
仰

奨
励
、
良
い
公
民
を
作
る
た
め
に
宗
教
を

基
盤
と
し
た
円
満
な
人
間
形
成
を
は
か
っ

て
い
る
。
年
間
を
通
じ
て
野
外
活
動
、
地

域
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
奉
仕
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

觀
寺
支
部
（
加
藤
大
道
支
部
長
）

●
事
業
名
：
発
心
会
・
福
祉
施
設
訪
問

●
活
動
年
数
：
四
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
福
祉
・
教
育
・

ま
ち
づ
く
り
・
慰
問
・
文
化

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
愛
知
県
知
多
郡
武
豊
町
富
貴

郷
北

●
参
加
人
数
：
寺
族
五
名
・
檀
信
徒
三
十
名

●
要　
　

旨
：
本
年
は
「
授
戒
勤
行
儀
」
を

利
用
し
て
発

心
会
を
厳
修

し
た
。
発
心

会
は
始
め
た

ば
か
り
だ
が
、

い
ろ
い
ろ
な

機
会
を
と
ら

え
て
仏
教
の

知
識
や
教
え

を
説
い
て
い

き
た
い
。
ま

た
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
も
慰
問
し
、

法
話
等
を
行
っ
て
い
る
。

瀧
山
寺
支
部
（
山
田
亮
盛
支
部
長
）

●
事
業
名
：
五
節
句
の
宴

●
活
動
年
数
：
三
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全
・
福

祉
・
教
育
・
文
化

●
活
動
回
数
：
年
五
回

●
開
催
場
所
：
愛
知
県
岡
崎
市
滝
町
字
山
篭

●
参
加
人
数
：
寺
族
三
名
・
檀
信
徒
四
十
名
・

一
般
四
十
名

●
要　
　

旨
：
古
く
か
ら
伝
わ
る
節
句
の
文

化
の
伝
承
と
新
し
い
瀧
山
寺
の
節
句
を
創

造
す
る
。
ア
ー
ト
、
音
楽
、
和
の
文
化
の

観
賞
と
地
元
食
材
を
使
用
し
た
精
進
料
理

を
提
供
し
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
は

か
る
。

東
光
寺
支
部
（
辻
亮
駿
支
部
長
）

●
事
業
名
：
一
隅
を
照
ら
す
運
動
の
教
化

●
活
動
年
数
：
五
十
五
年

●
該
当
事
業
：
教
化
活
動

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
静
岡
県
島
田
市
東
光
寺

●
参
加
人
数
：
住
職
十
名
・
寺
族
二
名
・
檀

信
徒
三
十
八
名

●
要　
　

旨
：

講
師
に
宮
本

祖
豊
師
を
招

き
「
一
隅
を

照
ら
す
」
と

い
う
演
題
で

講
演
い
た
だ

い
た
。
師
の

素
晴
ら
し
い

話
力
と
声
量

で
、
聴
衆
一

同
真
剣
に
聞
き
入
っ
た
。
各
寺
院
の
現
状

報
告
や
計
画
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
寺
を

取
り
巻
く
問
題
点
等
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
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信
越
教
区
本
部

長
岳
寺
支
部
（
入
亮
純
支
部
長
）

●
事
業
名
：
沙
羅
双
樹
こ
ど
も
ま
つ
り

●
活
動
年
数
：
十
三
年

●
該
当
事
業
：
教
育
・
ま
ち
づ
く
り
・
リ
サ

イ
ク
ル
・
文
化

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
長
野
県
下
伊
那
郡
阿
智
村
駒

場
●
参
加
人
数
：
寺
族
三
名
・
檀
信
徒
十
三
名
・

一
般
三
十
三
名

●
要　
　

旨
：
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
無
料

で
招
き
、
生
命
の
大
切
さ
と
尊
さ
を
伝
え

続
け
て
い
る
催
し
で
あ
る
。
情
操
教
育
の

要
素
を
持
ち
な
が
ら
ク
イ
ズ
や
手
遊
び
、

歌
や
踊
り
の
中
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に

読
み
聞
か
せ
の
世
界
、
時
間
を
楽
し
み
参

加
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

正
教
院
不
動
教
会
支
部

　
　
　
　（
山
崎
晃
圓
支
部
長
）

●
事
業
名
：
池
ヶ
原
老
松
会

●
活
動
年
数
：
四
十
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全

●
活
動
回
数
：
年
三
回

●
開
催
場
所
：
新
潟
県
小
千
谷
市
池
ヶ
原

●
参
加
人
数
：

住
職
二
名
・

檀
信
徒
十
八

名
・
一
般
三

名
●
要　
　

旨
：

池
ヶ
原
町
内

の
町
民
に
と

っ
て
心
の
拠

り
所
で
も
あ

る
場
所
を
、

当
会
で
は
春
、
夏
、
秋
と
三
回
清
掃
活
動

を
実
施
し
て
お
り
、
多
く
の
会
員
が
参
加

し
て
く
れ
て
い
る
。

神
奈
川
教
区
本
部

興
禪
寺
支
部
（
金
子
慈
淵
支
部
長
）

●
事
業
名
：
興
禪
寺
雅
楽
会

●
活
動
年
数
：
歴
史
は
百
四
十
年
位

●
該
当
事
業
：
文
化

●
活
動
回
数
：
年
数
回

●
開
催
場
所
：
神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
高

田
町

●
参
加
人
数
：
住
職
十
名
・
寺
族
十
名
・
檀

信
徒
七
十
名
・
一
般
六
十
名

●
要　
　

旨
：
港
北
区
仏
教
会
「
花
祭
り
」

に
お
い
て
福
聚
教
会
興
禪
寺
支
部
会
員
に

よ
る
御
詠

歌
の
奉
詠
。

次
に
雅
楽

会
に
よ
る

舞
楽
「
蘭

陵
王
」（
仮

面
を
付
け
、

戦
に
大
勝

利
し
た
イ

メ
ー
ジ
の

舞
楽
）
を

披
露
。
参
加
者
か
ら
は
好
評
を
得
た
。
そ

の
他
に
も
イ
ベ
ン
ト
へ
出
演
し
て
い
る
。

南
総
教
区
本
部

萬
福
寺
支
部
（
奈
良
康
信
支
部
長
）

●
事
業
名
：
サ
ロ
ン
い
こ
い

●
活
動
年
数
：
十
一
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
福
祉
・
教
育
・

慰
問
・
リ
サ
イ
ク
ル

●
活
動
回
数
：
年
二
十
四
回

●
開
催
場
所
：
千
葉
県
鴨
川
市
天
津

●
参
加
人
数
：
寺
族
四
名
・
檀
信
徒
十
八
名
・

一
般
十
名

●
要　
　

旨
：
作
成
し
た
作
品
を
地
域
の
学

校
に
届
け
る
と
共
に
、
相
互
の
交
流
を
は

か
る
。
高
齢
者
の
体
力
維
持
の
た
め
の
運



一隅を照らす運動総本部だより　144

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
だ
よ
り

145　

─19─

動
指
導
を
行
う
。
地
域
の
住
民
が
健
康
で

生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
、
社
会
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
。

群
馬
教
区
本
部

萬
福
寺
支
部
（
守
山
俊
尚
支
部
長
）

●
事
業
名
：
寺
遊
会

●
活
動
年
数
：
二
年

●
該
当
事
業
：
文
化

●
活
動
回
数
：
年
二
十
四
回

●
開
催
場
所
：
群
馬
県
前
橋
市
女
屋
町

●
参
加
人
数
：
寺
族
一
名
・
檀
信
徒
三
十
五

名
・
一
般
五
名

●
要　
　

旨
：
古
布
で
の
製
作
を
中
心
に
童

謡
や
軽
い
体
操
、
簡
単
な
ク
ッ
キ
ン
グ
等
、

多
彩
な
内
容
を
企
画
。
活
動
後
に
は
テ
ィ

ー
タ
イ
ム
で
楽
し
く
語
り
合
う
。
寺
に
集

い
絆
を
深
め
、
相
互
に
支
え
合
い
住
み
良

い
社
会
を
作
る
。

禪
養
寺
支
部
（
小
出
晃
正
支
部
長
）

●
事
業
名
：
自
献
会

●
活
動
年
数
：
十
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全
・
ま

ち
づ
く
り

●
活
動
回
数
：
年
六
回

●
開
催
場
所
：
群
馬
県
前
橋
市
山
王
町

●
参
加
人
数
：
寺
族
二
名
・
檀
信
徒
三
十
名
・

一
般
四
名

●
要　
　

旨
：
消
防
署
に
申
請
し
、
通
学
路

沿
い
に
あ
る
山
の
雑
木
林
の
下
草
枯
れ
木

の
野
焼
き
を
行
う
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
、
安
全
な
登
下
校
が
出
来
る
よ
う

に
、
通
学
路
の
草
刈
り
や
雑
木
林
の
枝
の

伐
採
、
側
溝
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
清
掃
を
実

施
す
る
事
で
子
供
力
、
大
人
力
、
地
域
力

を
育
ん
で
い
る
。

恩
行
寺
支
部
（
竹
村
興
肇
支
部
長
）

●
事
業
名
：
道
路
清
掃
事
業

●
活
動
年
数
：
九
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕

●
活
動
回
数
：

●
開
催
場
所
：
群
馬
県
高
崎
市
吉
井
町
長
根

●
参
加
人
数
：
寺
族
二
名
・
檀
信
徒
二
十
六

名
●
要　
　

旨
：
地
域
の
市
道
や
農
道
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
等
の
ゴ
ミ
を
捨
て
て

行
く
人
が
お
り
、
そ
の
ゴ
ミ
の
清
掃
や
道

路
脇
の
草
刈
り
を
行
っ
て
い
る
。

善
龍
寺
支
部
（
米
原
祐
尋
支
部
長
）

●
事
業
名
：
福
祉
事
業
の
支
援
協
力

●
活
動
年
数
：
五
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全
・
福

祉
・
教
育
・
ま
ち
づ
く
り

●
活
動
回
数
：

●
開
催
場
所
：
群
馬
県
桐
生
市
新
里
町
武
井

●
参
加
人
数
：
寺
族
三
名
・
檀
信
徒
八
名

●
要　
　

旨
：
会
員
の
菩
提
寺
で
あ
る
善
龍

寺
の
宗
教
活
動
を
支
援
、
協
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
知
的
障
害
者
福
祉
施
設
の
経
営

及
び
運
営
に
寄
与
す
る
。

正
圓
寺
支
部
（
山
本
堯
光
支
部
長
）

●
事
業
名
：
正
圓
寺
古
墳
の
下
草
刈
り

●
活
動
年
数
：
十
五
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全

●
活
動
回
数
：
年
二
回

●
開
催
場
所
：
群
馬
県
前
橋
市
堀
之
下
町

●
参
加
人
数
：
寺
族
三
名
・
檀
信
徒
八
十
名

●
要　
　

旨
：
近
年
は
草
刈
機
な
ど
も
多
く

の
方
が
持
参
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

少
々
の
雨
で
も
参
加
し
て
く
れ
る
な
ど
意

識
も
高
ま
り
、
年
中
行
事
と
し
て
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
文
化
財
の
環
境
保
全
を

目
的
に
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
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正
法
院
支
部
（
藤
井
祐
心
支
部
長
）

●
事
業
名
：
清
掃
奉
仕
活
動

●
活
動
年
数
：
五
十
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕

●
活
動
回
数
：
年
十
二
回

●
開
催
場
所
：
群
馬
県
前
橋
市
富
田
町

●
参
加
人
数
：
寺
族
四
名
・
檀
信
徒
四
十
名
・

一
般
十
名

●
要　
　

旨
：
本
堂
、
境
内
観
音
堂
の
掃
除

を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

読
経
を
行
う
。
ま
た
、
正
法
院
杯
で
は
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

他
に
も
座
禅
会
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

中
心
に
、
多

い
と
き
に
は

三
十
名
ほ
ど

で
参
加
し
て

も
ら
い
、
仏

教
を
通
じ
て

生
活
を
振
り

返
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
心

が
け
て
い
る
。

常
光
寺
支
部
（
堀
越
教
之
支
部
長
）

●
事
業
名
：「
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
」
青

倉
エ
リ
ア
及
び
世
界
遺
産
の
環
境
保
全

●
活
動
年
数
：
十
年

●
該
当
事
業
：
清
掃
奉
仕
・
環
境
保
全
・
教

育
・
文
化
・
祈
り

●
活
動
回
数
：

●
開
催
場
所
：
群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町

●
参
加
人
数
：
寺
族
四
名
・
檀
信
徒
四
十
三

名
・
一
般
四
名

●
要　
　

旨
：
常
光
寺
「
共
生
の
会
」
は
、

一
隅
を
照
ら
す
運
動
の
行
動
の
実
践
三
つ

の
柱
を
さ
ら
に
具
体
化
さ
せ
「
学
ぶ
」「
祈

る
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
活
動
し

て
い
る
。
当
地
域
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

登
録
さ
れ
、
さ
ら
に
世
界
遺
産
「
荒
船
風

穴
」
の
町
と
し
て
注
目
を
集
め
て
お
り
、

来
客
が
快
く
見
学
で
き
る
よ
う
環
境
保
全

と
清
掃
活
動
に
参
加
し
、
参
加
者
の
生
き

甲
斐
の
創
造
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。

茨
城
教
区
本
部

來
迎
院
支
部
（
深
谷
尚
永
支
部
長
）

●
事
業
名
：
御
詠
歌
、
読
誦
会
、
仏
教
文

化
研
修
会

●
活
動
年
数
：
十
六
年

●
該
当
事
業
：
文
化

●
活
動
回
数
：
年
六
十
回

●
開
催
場
所
：
茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
馴
馬
町

●
参
加
人
数
：
寺
族
二
名
・
檀
信
徒
二
十
五

名
●
要　
　

旨
：
檀
信
徒
の
教
化
育
成
、
一
隅

を
照
ら
す
人
材
を
育
て
る
た
め
、
毎
月
御

詠
歌
研
修
会
、
写
経
会
仏
教
文
化
講
座
を

開
催
し
て
い
る
。

安
楽
律
法
流
本
部

宗
休
寺
支
部
（
佐
藤
舜
海
支
部
長
）

●
事
業
名
：
関
善
光
寺
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

●
活
動
年
数
：
五
年

●
該
当
事
業
：
教
育
・
ま
ち
づ
く
り

●
活
動
回
数
：

●
開
催
場
所
：
岐
阜
県
関
市
西
日
吉
町

●
参
加
人
数
：
寺
族
二
名
・
檀
信
徒
十
名
・

一
般
三
十
名

●
要　
　

旨
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
共
同
し
、
既
存

の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
取
り
組
み
の

創
出
等
、
寺
院
を
地
域
社
会
と
の
新
し
い

「
対
話
」と「
交
流
」の
場
と
す
る
様
々
な
事

業
を
展
開
し
、
寺
院
を
核
に
新
し
い
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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玄
清
法
流
本
部

成
就
院
支
部
（
梶
谷
隆
幸
支
部
長
）

●
事
業
名
：
国
登
録
有
形
文
化
財
箱
嶋
家

住
宅
和
の
文
化
シ
リ
ー
ズ
荒
神
祭

●
活
動
年
数
：
四
年

●
該
当
事
業
：
文
化

●
活
動
回
数
：
年
一
回

●
開
催
場
所
：
福
岡
県
福
岡
市
東
区
馬
出

●
参
加
人
数
：
寺
族
二
名
・
檀
信
徒
二
十
六

名
●
要　
　

旨
：
箱
嶋
家
住
宅
は
今
で
も
「
荒

神
釜
」
が
残
る
数
少
な
い
住
宅
の
一
つ
で
、

国
の
有
形
文
化
財
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

場
所
で
荒
神
琵
琶
の
演
奏
が
出
来
る
こ
と

は
、
信
仰
の
護
持
と
文
化
の
維
持
発
展
に

つ
な
が
る
。
来
て
い
た
だ
い
た
参
加
者
も

毎
回
興
味

深
く
聴
い

て
い
た
だ

い
て
い
る
。

■
■
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
■
■

○
京
都
教
区
大
会

　

京
都
教
区
本
部（
若
林
節
哉
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
十
八
日
に
京
都

市
左
京
区
の
眞
正
極
樂
寺
（
竹
内
長
敬
支
部

長
）
を
会
場
に
、
京
都
教
区
一
隅
を
照
ら
す

運
動
推
進
大
会
を
開
催
し
、
約
百
五
十
名
の

参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

大
会
は
若
林
教
区
本
部
長
の
挨
拶
で
開
会

し
、
続
い
て
、
横
山
照
泰
一
隅
を
照
ら
す
運

動
総
本
部
長
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

第
一
講
で
は
、
平
家
琵
琶
奏
者
の
荒
尾
努

氏
に
よ
る
琵
琶
の
弾
き
語
り
が
披
露
さ
れ
た
。

「
敦
盛
の
最
後
」
な
ど
、
耳
に
し
た
こ
と
の

あ
る
平
家
物
語
を
歌
に
し
た
心
地
の
良
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
参
加
者
は
聴
き
入
っ
て
い
た
。

　

続
い
て
実
践
布
教
の
場
と
し
て
、
天
台
宗

中
央
布
教
養
成
所
研
修
生
で
あ
る
兵
庫
教
区

斑
鳩
寺
副
住
職
の
前
岡
靖
文
師
に
よ
る
「
煩

悩
と
の
お
つ
き
あ
い
」
と
題
し
た
法
話
が
行

わ
れ
た
。
法
話
で
は
、「
忘
己
利
他
の
実
践

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
」
と
説
い
て
い
た
。

　

第
二
講
で
は
、
三
千
院
門
跡
御
門
主
の
堀

澤
祖
門
師
（
同
運
動
顧
問
）
が
「
み
ん
な
幸

せ
に
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。

　

堀
澤
御
門
主
は
、
自
身
が
今
ま
で
に
経
験

さ
れ
た
事
を
中
心
に
話
さ
れ
、
参
加
者
は
興

味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
講
演
の
最

後
に
は
、「
皆
さ
ん
が
本
来
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
仏
性
に
気
付
き
、
幸
せ
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
語
ら
れ
た
。

　

大
会
最
後
は
、
京
都
教
区
檀
信
徒
会
会
長

の
山
本
喜
久
氏
の
挨
拶
で
閉
会
し
た
。
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○
滋
賀
教
区
大
会

　

滋
賀
教
区
本
部（
山
岡
智
恢
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
に
大

津
市
堅
田
の
大
津
市
北
部
地
域
文
化
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
、
滋
賀
教
区
一
隅
を
照
ら
す
運

動
推
進
大
会
を
開
催
し
、
約
二
百
四
十
名
の

参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

大
会
は
山
岡
教
区
本
部
長
御
導
師
に
よ
る

法
楽
で
幕
を
開
け
た
。
開
会
式
で
は
、
今
年

度
支
部
活
動
助
成
金
の
認
定
を
受
け
た
支
部

に
横
山
照
泰
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
長

よ
り
支
部
活
動
助
成
金
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
、

併
せ
て
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

大
会
で
は
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
副
理
事

長
で
も
あ
る
小
堀
光
實
延
暦
寺
執
行
が
「
伝

教
大
師
様
の
御
心
と
と
も
に
」
と
題
し
講
演

さ
れ
た
。

　

小
堀
師
は
、
自
ら
の
体
験
を
交
え
「
心
は

見
え
な
い
が
、
行
動
に
よ
り
心
の
動
き
が
分

か
る
」
と
語
り
、
ま
た
「
人
の
辛
さ
は
、『
思

い
や
り
』と
言
う
ヤ
リ
一
本
で
幸
せ
に
な
る
」

と
参
加
者
に
問
い
か
け
会
場
を
笑
顔
に
し
て

い
た
。

　

続
い
て
記
念
公
演
と
し
て
、
福
島
教
区
圓

明
院
法
嗣
泉
智
仁
師
に
よ
り「
今
を
未
来
に
」

と
題
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た

自
ら
の
想
い
が
語
ら
れ
た
。
和
太
鼓
奉
納
公

演
で
は
、
叡
山
学
院
同
窓
生
有
志
の
声
明
と

と
も
に
披
露
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
、
震
災
に
よ
り
絶
望
の
淵
か
ら

立
ち
上
が
っ
た
泉
師
の
力
強
い
和
太
鼓
の
響

き
に
心
を
打
た
れ
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。

大
会
最
後
に
、
横
山
照
泰
一
隅
を
照
ら
す
運

動
総
本
部
長
と
泉
智
仁
師
に
浄
財
が
寄
託
さ

れ
、
教
区
副
所
長
の
安
蔵
玄
周
師
の
挨
拶
で

大
会
の
幕
が
閉
じ
ら
れ
た
。

○
陸
奥
教
区
大
会

　

陸
奥
教
区
本
部（
千
葉
亮
賢
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
八
日
に
岩
手

県
平
泉
町
の
平
泉
小
学
校
体
育
館
を
会
場
に

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
震
災
復
興
祈
念
陸
奥

教
区
大
会
」
を
開
催
し
、
檀
信
徒
ら
約
五
百

名
が
参
加
し
た
。

　

大
会
で
は
ま
ず
、「
東
日
本
大
震
災
物
故

者
慰
霊
・
復
興
祈
念
法
要
」
が
千
葉
教
区
本

部
長
御
導
師
の
も
と
執
り
行
わ
れ
、
参
加
者

全
員
で
『
観
音
経
』
を
お
唱
え
す
る
な
ど
、

会
場
は
厳
か
な
空
気
に
包
ま
れ
た
。

　

続
い
て
、
千
葉
教
区
本
部
長
の
挨
拶
、
横

山
照
泰
同
運
動
総
本
部
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
講
師
に
延
暦
寺
一
山
円
竜
院

住
職
の
宮
本
祖
豊
師
を
迎
え
、「
覚
悟
の
力
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
自
身
の
出
家
得
度

の
経
緯
や
「
十
二
年
籠
山
行
」、
二
十
年
に

も
渡
る
比
叡
山
で
の
修
行
の
日
々
を
話
さ
れ

た
。

　

宮
本
師
は
自
身
の
経
験
か
ら
、「
生
き
て

い
く
上
で
壁
が
生
じ
る
時
が
あ
る
。
そ
こ
で

更
に
一
歩
を
踏
み
出
し
て
、
乗
り
越
え
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
参
加
者
へ
力
強
く
訴
え
て

い
た
。

　

ま
た
、
津
軽
三
味
線
奏
者
の
渋
谷
幸
平
氏

に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
た
。
東
北
地
方
の
歌
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を
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
口
ず
さ
む
声
も

聞
こ
え
て
き
た
。

　

最
後
に
、
陸
奥
教
区
本
部
か
ら
平
泉
町
社

会
福
祉
協
議
会
と
同
運
動
総
本
部
へ
寄
付
の

贈
呈
が
行
わ
れ
、
今
大
会
は
盛
会
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

一
隅
を
照
ら
す
運
動
ニ
ュ
ー
ス

◎
一
隅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
石
巻
を
開
催

　

十
月
十
六
日
に
、
宮
城
県
石
巻
市
の
東
雲

寺
で
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
が
主
催
す

る
「
一
隅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
石
巻
」
が

開
催
さ
れ
た
。
同
フ
ェ
ス
の
テ
ー
マ
は
「
祈

り
と
癒
し
と
笑
い
の
ひ
と
と
き
」
で
一
隅
を

照
ら
す
運
動
企
画
委
員
会
（
見
上
知
正
委
員

長
）
や
陸
奥
・
茨
城
・
栃
木
・
埼
玉
・
群
馬

な
ど
の
各
教
区
仏
青
が
実
働
部
隊
と
し
て
盛

り
上
げ
た
。

　

開
会
式
で
横
山
照
泰
総
本
部
長
は
「
亡
く

な
っ
た
人
の
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
は
一
日
一

日
を
大
事
に
し
て
、
未
来
に
光
明
を
見
い
だ

し
、
希
望
に
向
か
っ
て
進
ん
で
欲
し
い
。
今

回
、
若
い
お
坊
さ
ん
た
ち
の
協
力
に
よ
っ
て
、

初
め
て
現
地
で
皆
さ
ん
と
触
れ
あ
う
イ
ベ
ン

ト
を
催
す
。
出
来
れ
ば
年
に
一
度
は
触
れ
あ

い
の
場
を
開
催
し
た
い
」
と
開
催
趣
旨
を
述

べ
た
。

　

こ
の
あ
と
横
山
総
本
部
長
が
導
師
と
な
っ

て
復
興
祈
願
法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。

　

続
い
て
群
馬
天
台
雅
楽
会
に
よ
る
、
雅
楽

演
奏
が
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　

雅
楽
は
、
古
来
よ
り
仏
教
儀
式
と
深
く
か

か
わ
っ
て
い
る
日
本
伝
統
音
楽
で
あ
る
が
、

私
た
ち
の
普
段
の
生
活
は
雅
楽
に
親
し
む
機

会
が
少
な
い
。

　

群
馬
天
台
雅
楽
会
は
、
東
京
に
本
部
を
置

く
天
台
雅
楽
会
（
杜
多
道
雄
会
長
）
の
も
と

で
、
月
に
二
回
練
習
し
て
い
る
。
田
中
浩
道

群
馬
雅
楽
会
会
長
に
よ
れ
ば
、
最
初
は
十
二

人
ぐ
ら
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
約
二

十
五
名
の
会
員
。

群
馬
天
台
雅
楽
会
は
天

台
雅
楽
会
の
群
馬
支
部
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

　

群
馬
天
台
雅
楽
会
は
、
天
台
伝
統
法
要
の

厳
修
と
日
本
伝
統
音
楽
の
継
承
を
目
的
に
平

成
十
五
年
四
月
よ
り
ふ
き
も
の
（
鳳
笙
、
篳
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篥
、
龍
笛
）、
う
ち
も
の
（
太
鼓
、
鉦
鼓
、

鞨
鼓
）、
平
成
二
十
五
年
か
ら
は
ひ
き
も
の

（
琴
、
琵
琶
）
を
宮
内
庁
雅
楽
部
の
人
間
国

宝
の
先
生
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
研
鑽
に

励
ん
で
い
る
。
新
し
い
住
職
の
任
命
法
要
で

あ
る
普
山
式
や
落
慶
法
要
、
施
餓
鬼
法
要
や
、

群
馬
県
内
の
小
学
校
で
も
音
楽
の
授
業
、
県

内
外
で
開
催
さ
れ
る
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

や
各
地
で
の
災
害
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
て
お
り
、
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
中
に

自
主
講
演
を
ぜ
ひ
や
り
た
い
と
意
気
込
ん
で

い
る
。

　

雅
楽
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
一
隅
を
照
ら
す
運

動
企
画
委
員
の
綾
小
路
乗
俊
師
の
司
会
で
勧

め
ら
れ
た
。
越
殿
楽
や
荒
城
の
月
、
最
後
は

「
ふ
る
さ
と
」
が
演
奏
さ
れ
、
全
員
で
合
唱

す
る
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
群
馬
雅
楽
会
に
よ
る
雅
楽
公

演
の
の
ち
復
興
支
援
寄
席
が
催
さ
れ
た
。

　

大
い
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上
げ
た

仙
若
氏
は
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の
素
晴
ら
し

さ
に
感
銘
を
受
け
、
江
戸
太
神
楽
十
三
代
家

元
・
鏡
味
小
仙
氏
に
師
事
。
一
九
九
八
年
十

月
、
仙
若
を
拝
命
し
、
以
降
、
様
々
な
舞
台
、

イ
ベ
ン
ト
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
に
出
演

し
て
い
る
。
今
回
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

大
技
を
次
々
と
決
め
て
み
せ
、
盛
大
な
拍
手

を
浴
び
て
い
た
。

　

ま
た
古
今

亭
文
菊
師
匠

は
最
初
「
子

ほ
め
」
で
爆

笑
を
誘
い
、

つ
ぎ
は
「
子

は
鎹
」
で
し

っ
と
り
と
し

た
人
情
噺
を

聞
か
せ
参
加

者
を
魅
了
し

た
。

　

ま
た
終
日
、

一
行
写
経
、

ま
た
写
仏
を
希
望
す
る
参
加
者
に
は
仏
青
会

員
が
指
導
し
た
。

　

最
後
に
横
山
総
本
部
長
か
ら
内
海
正
博
石

巻
市
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事
に
義
援
金

三
十
万
円
が
寄
託
さ
れ
た
。

◎
公
開
講
座
を
開
催

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
で
は
平
成
二

十
七
年
十
月
三
十
日
、
天
台
宗
務
庁
大
会
議

室
を
会
場
に
第
十
五
回
・
一
隅
を
照
ら
す
運

動
公
開
講
座
を
開
催
し
た
。
広
く
一
般
の

方
々
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
約
二
百
五
十
名

の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

今
回
は
、
天
台
宗
海
外
寺
院
イ
ン
ド
禅
定

林
住
職
の
サ
ン
ガ
ラ
ト
ナ
・
法
天
・
マ
ナ
ケ

師
を
講
師
に
迎
え
、「
イ
ン
ド
の
一
隅
（
ひ

と
す
み
）
か
ら
世
界
を
照
ら
す
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
た
。

　

約
一
時
間
の
講
演
の
中
で
、
サ
ン
ガ
ラ
ト

ナ
師
が
幼
少
期
に
来
日
し
て
修
学
さ
れ
た
話

や
、
イ
ン
ド
に
戻
っ
て
か
ら
の
活
動
に
つ
い

て
の
話
な
ど
、
自
身
の
実
体
験
を
も
と
に
話

を
さ
れ
、
普
段
な
か
な
か
聞
く
こ
と
の
で
き

な
い
話
に
参
加
者
は
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

講
演
終
了
後
は
、
質
疑
応
答
の
時
間
を
設

け
、
ま
た
と
な
い
機
会
に
参
加
者
か
ら
は
多
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く
の
質
問
が
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

◎
比
叡
山
中
学
校
が
義
援
金
を
寄
託

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
日
、
比
叡
山
中

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
委
員
長
の
古
山

愛
子
さ
ん
（
三
年
生
）
が
来
庁
し
、
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
の
為
の
義
援
金
と
し
て
一

万
七
千
五
百
円
を
横
山
照
泰
一
隅
を
照
ら
す

運
動
総
本
部
長
に
寄
託
し
た
。

　

十
月
一
日
・
二
日
に
同
校
の
文
化
祭
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
は
バ
ザ
ー
を
開
催
し
、

売
り
上
げ
を
例
年
総
本
部
へ
寄
託
し
て
い
る
。

古
山
委
員
長
は
「
被
災
さ
れ
た
方
々
の
た
め

に
、
有
効
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
寄
託

へ
の
想
い

を
述
べ
て

い
た
。

　

同
校
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会

は
そ
の
他

に
も
、
募

金
活
動
や

福
祉
施
設

へ
の
雑
巾

の
贈
呈
、

坂
本
周
辺

の
清
掃
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
義
援
金
を
寄
託

　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
四
日
、
総
本
部
は

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
」
と
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

海
外
た
す
け
あ
い
」
へ
義
援
金
を
寄
託
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
放
送
局
か
ら
赤
木
俊
夫
局
長

に
来
庁
い
た
だ
き
、
木
ノ
下
寂
俊
一
隅
を
照

ら
す
運
動
理
事
長
、
小
堀
副
理
事
長
代
理
の

小
鴨
覚
俊
同
運
動
理
事
か
ら
目
録
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
に
は
、
十
二
月
一
日
に

比
叡
山
麓
坂
本
地
区
で
行
わ
れ
た
「
天
台
宗

全
国
一
斉
托
鉢
」
に
て
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
五

十
八
万
七
十
八
円
。
海
外
た
す
け
あ
い
に
は
、

地
球
救
援
事
務
局
か
ら
百
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ

寄
託
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
寄
託
式
に
は
比
叡
山
幼
稚
園
か
ら

代
表
し
て
園
児
五
名
と
保
護
者
五
名
も
出
席

し
、
秋
に
行
わ
れ
た
バ
ザ
ー
の
収
益
金
が
園

児
た
ち
か
ら
赤
木
局
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
」「
海
外
た
す
け
あ
い
」

は
国
内
外
の
支
援
の
必
要
な
方
々
の
た
め
に

役
立
て
ら
れ
る
。

◎
三
千
院
門
跡
が
浄
財
を
寄
託

　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
、
三
千

院
門
跡
の
北
川
真
祐
総
務
部
長
が
天
台
宗
務

庁
に
来
庁
さ
れ
、
北
川
総
務
部
長
よ
り
一
隅

を
照
ら
す
運
動
総
本
部
へ
六
十
八
万
六
千
百

七
十
二
円
の
浄
財
が
寄
託
さ
れ
た
。

　

こ
の
浄
財
は
、
京
都
市
左
京
区
大
原
の
三

千
院
一
帯
の
地
で
歳
末
の
恒
例
行
事
と
な
っ

て
い
る
「
托
鉢
寒
行
」
で
集
ま
っ
た
も
の
で
、

地
球
救
援
事
務
局
の
様
々
な
救
援
活
動
に
役

立
て
ら
れ
る
。

◎
比
叡
山
高
校
の
宗
内
生
が
托
鉢
浄
財
を
寄
託

　

平
成
二
十
八
年
一
月
十
三
日
、
比
叡
山
高
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校
の
宗
内
生
三
名
（
細
野
順
優
君
二
年
生
、

髙
倉
聖
道
君
二
年
生
、加
藤
優
也
君
二
年
生
）

と
宗
内
生
が
寮
生
活
を
送
る
山
家
寮
の
長
山

弘
範
寮
長
が
来
庁
し
、
平
成
二
十
七
年
十
二

月
六
日
に
行
わ
れ
た
「
寒
行
托
鉢
」
で
集
ま

っ
た
浄
財
十
二
万
四
千
百
円
を
地
球
救
援
募

金
と
し
て
、
総
本
部
に
寄
託
し
た
。

　

こ
の
托
鉢
は
、
宗
内
生
が
実
践
仏
教
の
一

環
と
し
て
、
大
津
市
仰
木
地
区
に
お
い
て
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
宗
内
生
七

名
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
托
鉢
は
、
大
変
暖
か
く
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
行
え
た
と
の
こ
と
で
、
毎
年
、
托

鉢
に
来
る
の
を
待
っ
て
い
て
下
さ
る
お
宅
も

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
と
の
こ
と
。

　

寄
託
式
で
は
、
細
野
君
か
ら
横
山
総
本
部

長
へ
浄
財
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
横
山
総
本
部

長
か
ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
真
心
を
し
っ
か
り
役
立
た
せ
て
も
ら
い

ま
す
。」
と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

◎
叡
山
学
院
が
托
鉢
浄
財
を
寄
託

　

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
七
日
、
叡
山
学

院
生
三
名
（
田
原
大
志
さ
ん
総
合
学
科
三
年
、

土
田
穏
聖
さ
ん
総
合
学
科
二
年
、
眞
木
輝
さ

ん
基
礎
学
科
特
修
）
が
来
庁
し
、
平
成
二
十

八
年
一
月
二
十
二
日
に
行
っ
た
托
鉢
で
集
ま

っ
た
浄
財
を
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
に

寄
託
し
た
。

　

こ
の
托
鉢
は
、
叡
山
学
院
生
で
組
織
さ
れ

た
「
玉
泉
会
（
ぎ
ょ
く
せ
ん
か
い
）」
主
催

の
実
践
仏
教
の
一
環
で
「
叡
山
学
院
寒
行
托

鉢
」と
し
て
大
津
市
園
城
寺
町
の
園
城
寺（
三

井
寺
）
門
前
か
ら
浜
大
津
周
辺
に
か
け
て
行

わ
れ
て
お
り
、
二
十
年
以
上
続
け
ら
れ
て
い

る
。

　

今
年
は
、
学
生
、
職
員
合
わ
せ
て
三
十
一

名
が
街
頭
托
鉢
と
戸
別
托
鉢
を
行
い
、
十
万

二
百
三
十
五
円
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
浄
財
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
金
と
し
て
横
山
照
泰
一
隅
を
照
ら
す
運

動
総
本
部
長
に
寄
託
さ
れ
た
。
横
山
総
本
部

長
か
ら
は
「
震
災
復
興
支
援
と
し
て
大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ

た
。

○
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
理
事
会
を
開
催

　

平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
、
天
台
宗
務
庁

に
お
い
て
平
成
二
十
七
年
度
第
二
回
「
一
隅

を
照
ら
す
運
動
」
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
八
年
度
一
隅
を
照
ら
す
運
動
の
事
業

計
画
、
各
会
計
の
予
算
等
が
審
議
・
承
認
さ



一隅を照らす運動総本部だより　152

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
だ
よ
り

153　

─27─

れ
た
。

　

今
回
の
理
事
会
で
は
、
任
期
満
了
等
に
よ

る
役
員
改
選
が
あ
り
顧
問
、
理
事
な
ど
の
新

任
、
再
任
が
承
認
さ
れ
、
会
長
で
あ
ら
れ
た

森
川
宏
映
探
題
大
僧
正
が
、
天
台
座
主
に
ご

上
任
に
な
ら
れ
た
の
で
、
大
樹
孝
啓
探
題
大

僧
正
（
兵
庫
教
区
圓
教
寺
住
職
）
が
、
全
会

一
致
で
推
薦
さ
れ
、
会
長
に
ご
就
任
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
天

台
宗
僧
侶
、
露
の
団
姫
師
が
、
天
台
宗
や
一

隅
を
照
ら
す
運
動
に
つ
い
て
精
力
的
に
広
報

活
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、「
一

隅
を
照
ら
す
運
動
」
広
報
大
使
と
し
て
委
嘱

さ
れ
た
。

教 育 里 親 募 集
　一隅を照らす運動総本部では、学校に行きたくても行けない海外の子どもたちに就
学費用を援助するため、「教育里親支援」を行っております。
　この制度は子どもたちを預かる従来の里親とは異なり、皆様からの支援金を総本部
が取りまとめ、現地の施設や団体を通じて子どもたちに届ける「教育費の支援事業」
です。

〈支援（育英金）の種別〉
　ご支援は「個人」のほか「団体」でも受け付けております。また、年額３万円（１
口）を５年間継続して支援していただくことが原則ですが、一時的な支援も受け付け
ておりますので、積極的なご支援をお願いいたします。
Ａ：継続支援…年額３万円（１口）を５年間
Ｂ：一括支援…５年分を一括で15万円の支援
Ｃ：一時支援…３千円以上

〈現在の支援先〉
インド：パンニャ・メッタ子供の家
タ　イ：プラティープ財団

〈お申し込み・お問い合わせ〉
　まずは、一隅を照らす運動総本部へお問い合わせ下さい。折り返し教育里親制度申
込書を送付させていただきます。
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ミ
ャ
ン
マ
ー
教
育
支
援
視
察
に

�

同
行
し
て
　

�

一
隅
を
照
ら
す
運
動

企
画
運
営
委
員
長
　
見
上
　
知
正

○
現
地
状
況

　

こ
の
度
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
九
日

~

二
十
五
日
に
渡
り
「
一
隅
照
ら
す
運
動
」

総
本
部
の
皆
様
と
、
お
よ
そ
二
十
年
間
、
学

校
建
設
等
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
教
育
環
境
支
援

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
宮
下
亮
善
師
（
九
州
東

教
区
大
雄
山
南
泉
院
住
職
）
の
支
援
現
場
の

視
察
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

成
田
よ
り
空
路
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
最
大
の
都

市
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内
に
降
り
立
つ
と
、
先
ず
目

立
つ
の
は
、
街
中
に
日
本
車
が
溢
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
よ
く
見
る
と
、
な

ん
と
日
本
企
業
等
の
名
前
が
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
走
り
廻
っ
て
い
る
。
中
古
車
で
あ
ろ
う
。

後
で
話
を
聞
く
と
、
日
本
の
会
社
名
等
を
残

し
た
ま
ま
走
行
す
る
こ
と
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
民
に
は
自
慢
で
あ
り
、
日
本
で
使
用
さ
れ

た
日
本
車
を
乗
る
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
だ
と

い
う
。
日
本
人
と
し
て
は
何
だ
か
嬉
し
い
が
、

は
た
し
て
日
本
は
憧
れ
の
国
で
あ
ろ
う
か
…
。

さ
て
、
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内
は
ち
ょ
う
ど
世
界
的

に
注
目
を
浴
び
た
総
選
挙
も
終
わ
り
平
常
さ

を
取
り
戻
し
て
い
た
。
そ
の
選
挙
結
果
の
見

方
に
は
、
日
本
国
内
の
報
道
で
の
印
象
と
は

若
干
の
差
異
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
ま
だ

ま
だ
生
活
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

今
後
は
海
外
資
本
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
進
む
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
進

捗
状
況
と
併
せ
て
教
育
や
社
会
福
祉
支
援
は

ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
く
の
か
見

守
る
必
要
が
あ
り
、
国
民
は
、
期
待
と
不
安

が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
発
展
途
上
国
に
は
同
様

の
国
内
状
況
が
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
い
わ
ば
、

都
市
部
と
地
方
、
山
村
地
域
で
の
生
活
環
境

に
雲
泥
の
差
が
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
も
ま
た

例
外
で
は
な
い
。
宮
下
師
が
支
援
を
行
っ
て

い
る
地
方
の
山
村
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

昔
の
日
本
を
彷
彿
さ
せ
る
。
移
動
の
車
中
に

蚊
が
飛
び
交
っ
た
り
、
道
中
に
は
「
車
体
が

重
く
地
面
に
あ
た
る
の
で
下
車
し
て
少
し
歩

い
て
下
さ
い
」
と
運
転
手
か
ら
指
示
を
う
け

る
場
面
も
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
未
舗
装
の
相
当

ひ
ど
い
凸
凹
道
で
あ
り
、
右
側
通
行
で
あ
る

よ
う
だ
が
、
む
ろ
ん
中
央
線
も
な
く
ガ
タ
ガ

タ
道
を
要
は
衝
突
回
避
だ
け
に
専
念
し
た
通

行
で
も
あ
る
。
周
囲
は
田
畑
と
言
う
よ
り
草

原
原
野
と
も
い
う
べ
き
大
地
の
中
で
、
牛
を

ひ
い
て
地
を
耕
し
、
時
折
、
山
羊
の
集
団
に

も
遭
遇
す
る
。
ミ
ル
ク
を
絞
っ
て
い
る
の
だ

と
言
う
。
電
気
、
水
は
整
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
水
洗
状
況
も
悪
く
停
電
等
も
あ
り

ま
だ
ま
だ
不
十
分
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
ん
な

中
、
現
地
の
人
々
は
精
一
杯
の
生
活
を
し
て

い
る
。
都
市
部
の
情
報
も
教
育
も
あ
ま
り
届

か
な
い
で
あ
ろ
う
山
村
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
為
に
学
校
建
設
等
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
宮

下
師
の
多
大
な
貢
献
に
は
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
、
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
が

多
々
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。

○
一
隅
を
照
ら
す
思
い
や
り

　

訪
問
し
た
時
は
、
お
り
し
も
僧
侶
達
の
三

ヵ
月
に
及
ぶ
雨
期
の
安
居
が
終
わ
り
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
国
内
は
十
一
月
の
満
月
に
あ
わ
せ
国

民
総
出
で
寺
院
僧
侶
に
寄
付
（
喜
捨
の
心
）

す
る
期
間
に
あ
た
り
、
街
は
お
祭
り
騒
ぎ
で

賑
や
か
で
あ
っ
た
。
仏
教
精
神
が
こ
こ
ま
で

浸
透
し
て
い
る
姿
に
は
う
ら
や
ま
し
く
も
あ

り
感
銘
を
覚
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

同
行
し
て
頂
い
た
現
地
の
先
生
が
、
道
中
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に
横
山
本
部
長
と
私
に
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
、

自
分
が
幸
福
に
成
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
仏

様
に
守
ら
れ
て
い
る
事
。
そ
し
て
、
他
人
を

思
い
や
る
事
。
人
様
に
親
切
に
す
る
事
。
お

互
い
に
助
け
合
う
事
、
と
い
う
気
持
ち
を
持

つ
事
が
大
切
な
こ
と
だ
と
、
み
ん
な
知
っ
て

い
ま
す
。」
と
示
唆
し
て
く
れ
た
。
そ
の
信

仰
善
心
な
行
動
が
寺
院
僧
侶
へ
の
喜
捨
と
い

う
実
践
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
さ
に
普
段
か
ら
私
達
が
一
隅
運
動
の
精
神

と
し
て
口
に
し
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま

実
践
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
地
パ
オ
族
の
リ
ー
ダ
ー
、
カ
リ

ス
マ
的
存
在
で
あ
る
、
ウ
・
ア
ウ
ン
・
カ
ム

テ
ィ
氏
宅
に
も
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

彼
は
、
今
は
還
俗
さ
れ
て
い
る
が
元
僧
侶
で

あ
る
。
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
横
山
本
部
長

が
質
問
す
る
と
、
戦
後
の
混
乱
の
な
か
共
産

主
義
の
台
頭
も
あ
り
民
族
自
治
、
宗
教
、
文

化
も
崩
懐
寸
前
と
な
り
、
部
族
内
の
人
々
の

生
活
も
厳
し
い
状
況
を
強
い
ら
れ
そ
う
な
危

機
が
迫
っ
た
た
め
、
部
族
内
か
ら
指
導
者
に

と
強
い
懇
願
を
受
け
、
自
分
よ
り
も
部
族
の

た
め
に
と
還
俗
さ
れ
、
厳
戒
体
制
の
な
か
自

ら
軍
の
門
を
叩
き
直
談
判
に
も
臨
ま
れ
た
と

も
い
う
。
お
大
師
様
の
「
忘
己
利
他
」
の
精

神
そ
の
も
の
で
あ
り
感
銘
を
受
け
た
。

　

そ
の
感
銘
を
胸
に
後
日
、
ヤ
ン
ゴ
ン
に
戻

り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
界
の
お
座
主
と
も
思

わ
れ
る
最
高
指
導
者
ウ
・
ク
マ
ラ
師
に
面
会

さ
せ
て
頂
い
た
。
ご
尊
父
が
ビ
ル
マ
か
ら
生

環
さ
れ
て
い
る
横
山
本
部
長
が
「
戦
時
中
に

は
大
変
な
ご
迷
惑
お
か
け
し
な
が
ら
今
で
は

戦
没
者
の
慰
霊
や
日
本
人
墓
地
等
い
ろ
い
ろ

と
配
慮
し
て
い
た
だ
き
…
」
と
、
御
礼
を
申

し
上
げ
る
と
、
ウ
・
ク
マ
ラ
師
は
、「
ミ
ャ

ン
マ
ー
国
民
は
我
慢
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
ら
…
」
と
、
い
と
も
簡
単
に
答
え
ら

れ
た
。
そ
の
お
答
え
に
私
は
胸
を
叩
き
の
め

さ
れ
る
感
嘆
を
覚
え
心
を
洗
わ
れ
た
思
い
で

あ
っ
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
の
根
底
に
流
れ
る
精

神
、
気
持
ち
は
一
隅
運
動
と
合
致
す
る
も
の

が
あ
り
、
改
め
て
再
確
認
さ
せ
ら
れ
勉
強
に

も
な
る
。

○
教
育
現
場

　

前
日
に
ヤ
ン
ゴ
ン
入
り
し
た
私
達
は
空
路

へ
ー
ホ
ー
に
向
か
い
、
バ
ス
で
約
一
時
間
余

り
か
け
て
最
初
の
訪
問
地
、
ニ
ュ
ア
ン
シ
ュ

エ
教
育
事
務
所
と
農
業
研
修
所
を
訪
ね
た
。

教
育
事
務
所
で
は
、
宮
下
師
が
二
十
年
に
及

ぶ
奨
学
金
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

元
奨
学
生
や
教
師
、
商
店
主
な
ど
が
支
援
を

し
、
現
在
は
、
自
分
た
ち
で
奨
学
金
制
度
を

運
営
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
農
業

研
修
所
は
、
寄
宿
舎
に
よ
り
年
間
通
し
て
農

作
物
の
栽
培
等
を
行
い
農
業
技
術
を
身
に
つ

け
、
支
援
だ
け
に
頼
ら
な
い
自
立
性
を
身
に

つ
け
る
為
の
研
修
所
で
あ
る
。
今
後
の
見
通

し
は
、
と
い
う
私
の
問
い
に
は
明
確
な
回
答

は
無
か
っ
た
が
、
敷
地
は
整
備
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
ず
以
前
支
援
し
て
い
た
団
体
が
退

き
、
資
金
面
で
の
不
安
が
あ
る
よ
う
で
今
後

の
課
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
奨
学
金
制
度

や
農
業
支
援
に
し
て
も
宮
下
師
な
ど
の
支
援

団
体
の
精
神
で
あ
る
、
一
方
的
な
支
援
で
は

な
く
、
支
援
先
の
自
立
、
循
環
を
促
す
支
援

歓迎の為に、ニュアンシュエ教育事務所にて集まってくれた
奨学生たち
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が
実
を
結
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
宮
下
師
中
心
の
支
援
に
よ
っ
て
新

し
く
建
設
さ
れ
た
新
保
育
園
で
は
村
民
一
同

の
大
盤
振
る
舞
い
の
大
歓
迎
を
受
け
る
。
こ

の
日
の
為
に
指
導
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
園
児

に
よ
る
♪
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
…
♪
の
歌
声
は

朗
ら
か
に
心
休
ま
る
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
支

援
が
、
い
か
に
も
現
地
に
歓
迎
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
に
応
え
よ
う
と
す
る
村
民
の
誠
意
の
一

端
を
見
た
思
い
が
す
る
。
ま
た
、
宮
下
師
に

よ
る
「
鯉
の
ぼ
り
」
と
総
本
部
か
ら
も
文
具
、

お
菓
子
等
の
贈
呈
も
あ
っ
た
が
、
村
人
達
の

不
思
議
そ
う
な
表
情
の
中
に
も
喜
び
が
満
ち

溢
れ
、
単
な
る
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
交
流

の
大
切
さ
も
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
場
面
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
以
前
支
援
し
建
設
し
た
中
学
校
で

は
、
地
元
僧
侶
ら
の
要
請
が
あ
り
、
宮
下
師

の
関
係
者
よ
り
パ
ソ
コ
ン
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。

む
ろ
ん
ネ
ッ
ト
回
線
が
通
じ
て
い
る
訳
で
は

な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
は
興
味
深
そ
う
に
マ

ウ
ス
を
操
作
し
な
が
ら
満
悦
そ
う
な
顔
が
な

ん
と
も
思
い
深
い
。
必
ず
や
子
ど
も
た
ち
の

将
来
に
役
立
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
当
に
現

地
の
子
ど
も
た
ち
は
、
純
粋
に
目
が
輝
き
、

あ
ら
ゆ
る
物
事
に
興
味
を
示
す
の
で
あ
る
。

我
々
が
配
付
し
た
「
し
ょ
う
ぐ
う
さ
ん
シ
ー

ル
」
を
、
私
が
顔
に
指
を
あ
て
る
と
、
す
ぐ

さ
ま
シ
ー
ル
を
自
分
の
顔
に
貼
り
付
け
て
喜

び
ま
わ
り
、
同
行
し
た
源
田
委
員
が
愛
用
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
早
速
に
似
顔
絵
を
描
く
と
、

子
ど
も
た
ち
は
驚
き
の
顔
を
し
な
が
ら
見
入

っ
て
い
た
。
教
育
環
境
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分

で
は
あ
る
が
、
機
会
を
与
え
ら
れ
た
子
ど
も

た
ち
は
活
き
活
き
と
し
、
そ
の
姿
を
み
る
と
、

支
援
の
必
要
性
、
重
要
性
を
再
確
認
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
を
後
に
し
、
帰
路
タ
イ
・
バ

ン
コ
ク
の
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
を
訪
問
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
歌
と
踊
り
で
歓
迎
を
受
け
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
可
愛
く
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し

て
目
は
輝
き
、
む
し
ろ
私
の
方
が
感
銘
を
覚

え
さ
せ
ら
れ
た
。
ス
ラ
ム
街
で
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
中
で
、
そ
の
機
会
を
与
え

る
事
が
こ
ん
な
に
も
子
ど
も
を
明
る
く
さ
せ

る
の
か
と
、
実
際
の
現
場
を
見
る
と
つ
く
づ

く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
訪
問
し
た
施
設
、
学
校
に
お
い
て
、

そ
こ
か
ら
育
っ
た
、
い
わ
ば
卒
業
生
も
医
者
、

教
員
、
保
育
士
等
様
々
で
あ
る
が
立
派
な
社

会
人
と
し
て
顔
出
し
し
て
く
れ
て
い
た
。
そ

の
施
設
で
も
指
導
的
立
場
か
ら
頑
張
っ
て
い

る
と
い
う
。
支
援
が
実
を
結
ん
だ
結
果
で
あ

り
素
晴
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
進
学

農業研修所にて地元担当者と懇談する

村人総出の歓迎を受ける
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に
必
要
な
奨
学
金
の
将
来
的
な
確
保
に
一
抹

の
不
安
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、「
社
会
に

役
立
つ
人
材
作
り
」
と
い
う
お
大
師
様
の
お

言
葉
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
の
根
幹
で
も
あ

る
理
念
で
も
あ
り
今
後
の
支
援
運
動
推
進
の

視
点
に
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

○
視
察
を
終
え
て

　

支
援
現
場
を
後
に
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
通
常
で
は
あ
る
が
、

私
達
が
訪
問
す
る
と
、
な
ぜ
現
地
の
人
々
は

こ
ん
な
に
ま
で
喜
び
を
表
現
し
て
特
別
な
歓

待
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
言
う
事
で
あ
る
。

ど
う
み
て
も
お
金
の
催
促
だ
け
で
は
な
い
よ

う
に
見
え
る
。
答
え
は
宮
下
師
関
係
者
か
ら

聞
い
た
支
援
方
針
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

そ
の
方
針
は
、
支
援
を
す
る
現
地
の
人
た
ち

が
自
助
努
力
し
な
い
こ
と
に
は
支
援
を
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
新
保
育
園
を
例
に

と
っ
て
も
、
全
額
支
援
を
す
る
の
で
は
な
く
、

一
部
を
現
地
の
村
に
負
担
を
さ
せ
る
の
で
あ

る
。
そ
う
す
る
と
資
金
を
出
す
者
や
、
資
材

を
提
供
す
る
者
、
労
働
力
と
し
て
参
加
す
る

者
な
ど
村
全
体
で
力
を
合
わ
せ
努
力
し
、
建

物
を
完
成
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
達
成
感

に
自
分
た
ち
も
誇
り
を
持
ち
、
支
援
者
に
感

謝
の
念
が
湧
き
上
が
り
、
体
全
体
で
喜
び
を

表
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
支
援
先
の
「
自
助

努
力
」
と
い
う
見
方
は
今
後
の
支
援
体
制
構

築
に
お
い
て
も
重
要
な
見
地
に
な
る
か
と
思

わ
れ
る
。

　

プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
に
訪
問
の
折
に
は
、

数
年
前
か
ら
滞
在
し
尽
力
し
て
お
ら
れ
る
硯

山
昌
寛
師
（
南
総
教
区
長
福
寺
住
職
）
に
生

意
気
な
が
ら
も
そ
の
考
え
を
申
し
述
べ
、
現

状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
も
個
人
的
に
お

話
さ
せ
て
頂
い
た
。
単
な
る
器
、
資
金
だ
け

の
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
自
助
努
力
へ
の
力

添
え
、
現
地
に
必
要
と
さ
れ
る
援
助
の
見
極

め
、
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
的
な
見
地
か
ら
、

各
々
の
施
設
、
学
校
等
で
の
日
本
人
と
現
地

の
人
々
と
の
交
流
に
よ
る
人
材
育
成
等
、
継

続
的
な
支
援
体
制
が
一
隅
を
照
ら
す
運
動
に

と
っ
て
重
要
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

体
制
構
築
の
為
に
も
、
こ
と
ア
ジ
ア
圏
に
お

い
て
は
、
宗
、
総
本
部
の
も
と
に
、
現
地
に

支
部
事
務
所
的
な
拠
点
を
設
立
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
地
の
状
況
は

現
地
が
し
っ
か
り
把
握
出
来
る
の
で
あ
る
か

ら
。
そ
ん
な
個
人
的
な
夢
を
描
き
な
が
ら
の

帰
国
で
あ
っ
た
。

○
戦
没
者
慰
霊

　

今
回
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
訪
問
に
は
、
戦
後
七

十
年
を
迎
え
戦
没
者
慰
霊
の
目
的
も
あ
る
。

過
去
大
戦
の
激
戦
地
で
も
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

横
山
本
部
長
の
ご
尊
父
は
、
あ
の
イ
ン
パ
ー

ル
作
戦
か
ら
の
生
還
で
あ
っ
た
と
お
聞
き
し

た
が
、
私
ど
も
の
檀
家
に
も
同
様
に
生
還
さ

れ
た
方
が
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
行
し
た
源

田
委
員
の
祖
父
は
当
地
で
犠
牲
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

　

い
ざ
そ
の
現
場
に
赴
い
て
み
る
と
、
雄
大

な
原
野
が
広
が
り
今
は
静
寂
な
雰
囲
気
を
か

も
し
出
し
て
い
る
が
、
銃
声
に
追
わ
れ
な
が

ら
こ
ん
な
厳
し
い
原
野
を
駆
け
巡
ら
れ
た
か

と
想
像
す
る
と
、
お
国
の
為
と
は
言
え
「
遠

く
日
本
を
は
な
れ
、
よ
く
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま

新築の園舎前にて
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で
…
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
…
」
と
、
胸
に
こ
み

あ
げ
る
も
の
が
あ
り
思
わ
ず
両
手
を
合
わ
せ

た
い
気
持
ち
に
な
る
。

　

激
戦
の
中
、
現
地
の
人
々
に
は
い
ろ
い
ろ

複
雑
な
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

日
本
兵
の
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
寺
院
、

形
骸
化
し
た
戦
車
、
日
本
兵
の
遺
品
等
を
今

も
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
寺
院
も
あ
る
。
そ

し
て
、
寺
院
僧
侶
に
よ
っ
て
法
要
が
勤
修
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
な
ん
と
も
感
謝
の
一
言

で
あ
る
。
日
本
人
墓
地
に
お
い
て
、
千
葉
か

ら
来
た
と
い
う
夫
婦
は
「
こ
の
地
で
戦
没
者

に
な
っ
た
祖
父
に
一
度
は
現
地
で
お
参
り
を

し
な
い
と
…
」
と
言
わ
れ
た
。
改
め
て
戦
争

の
悲
惨
さ
と
、
遺
族
の
思
い
は
ま
だ
ま
だ
続

く
の
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
。
各
場
所
に

お
い
て
、
私
達
も
本
部
長
を
導
師
に
慰
霊
法

要
を
勤
め
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

昨
年
、
大
法
会
で
も
延
暦
寺
に
お
い
て
戦

後
七
十
周
年
慰
霊
法
要
を
奉
修
さ
れ
た
が
、

改
め
て
そ
の
意
義
を
確
認
し
宗
と
し
て
の
今

後
の
あ
り
方
の
大
切
さ
も
痛
感
す
る
。

○
寺
院
・
僧
侶

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
寺
院
や
パ
ゴ
ダ
は
、
金
箔
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
い
装
飾
さ
れ
た
見
事
な
建
造

物
も
多
い
。
鉱
産

物
の
豊
な
お
国
柄

の
影
響
も
あ
り
そ

う
で
あ
る
。
寺
院

参
拝
は
裸
足
で
あ

る
。
毎
日
法
要
、

法
話
が
あ
り
、
多

く
の
参
拝
者
が
詣

で
て
い
る
。
全
て

の
参
詣
者
が
三
礼

で
あ
ろ
う
か
、
最

初
に
必
ず
三
回
寺

院
、
僧
侶
に
向
か

い
頭
を
下
げ
る
。

こ
の
強
い
信
仰
篤

心
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
仏
教
の
教
え
が
国
を

あ
げ
て
浸
透
し
て
い
る
証
拠
で
も
あ
ろ
う
。

　

僧
侶
に
対
す
る
国
民
の
信
望
も
厚
い
も
の

を
感
じ
る
。
空
港
で
は
、
搭
乗
は
最
初
に
、

ゲ
ー
ト
で
も
無
条
件
通
過
の
よ
う
に
特
別
扱

だ
。
歩
い
て
も
僧
侶
が
先
頭
だ
と
い
う
。
ヤ

ン
ゴ
ン
、
タ
ウ
ン
ジ
ー
で
早
朝
托
鉢
に
歩
く

僧
侶
を
目
撃
す
る
。
人
々
が
駆
け
つ
け
施
す

姿
は
感
心
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

メッティーラの慰霊碑にて
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